
 

 

 

 

 

       

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



は じ め に 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

浜松市は、誰もが安全で快適に暮らすことができるまちづくりを目指して、

平成１２年度から市の施策にユニバーサルデザイン（ＵＤ）の考え方を取り入

れてきました。 

平成２４年３月には、第２次浜松市ユニバーサルデザイン計画・第１期推進

計画を策定し、ユニバーサルデザインの「普及・啓発」から「定着・実践」に

向け、市民協働を軸として、全庁的に施策を進めてきました。 

この度、第１期推進計画（５年間）が期間満了となることから、これまでの

取り組みを検証し、また、様々な社会情勢の変化に対応するべく『住んでよし

訪れてもよし、そして、地域振興につながる新たな価値を生み出すユニバーサ

ルデザイン都市』を目標に、第２次浜松市ユニバーサルデザイン計画・第２期

推進計画を策定しました。 

市民はもとより、観光客等の来訪者にも安全・快適に過ごすことのできるユ

ニバーサルデザイン都市の実現に向け、市民・事業者の皆さまには、より一層

のご理解とご協力をお願い申し上げます。 

結びに、本計画の策定にご尽力いただきました浜松市ユニバーサルデザイン

審議会委員の皆さまをはじめ、貴重なご意見・ご提言をお寄せいただきました

市民・事業者の皆さまに心から感謝を申し上げます。 

 

平成２９年３月 

 

浜松市長 鈴 木 康 友  

 

 



ユニバーサルデザインとは？ 

年齢、性別、身体能力、国籍等人々が持つ様々な特性や違いを超え、 

すべての人に配慮して心豊かな暮らしづくりを行っていこうとする考え方です。 

（「浜松市ユニバーサルデザイン条例」より） 

 

 

 

   
 

     

 

 

 

 

 

 

“Ｕ”はユニバーサルデザインの英語の頭文字とあなた自身（Ｙｏｕ）を表し、 

“優”はやさしいという意味と機能的に優れているというソフトとハードの両

面をあわせもつ言葉であり、「人づくり」と「環境づくり」の両面でユニバー

サルデザインを推進することを意味しています。 

     

 
 

   

ユニバーサルの“Ｕ”とデザインの“Ｄ”をモチーフに

親しみのもてる笑顔のキャラクターとしてデザインされ

ました。「思いやりの心が結ぶ優しいまち」の実現を目指

す浜松市民を、優しい笑顔で見守ってほしいという願い

が込められています。 
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浜松市ユニバーサルデザイン計画の愛称 

浜松市ユニバーサルデザインのシンボルマーク 
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５ 基本目標ごとの方針・施策  

 

基本目標Ⅰ「思い合い、認め合う“こころ”」 

 
 

基本目標 基本方針

Ⅰ
思い合い、
認め合う

“こころ”

②地域・家庭における心のＵＤの推進

（２）みんなで広めるＵＤの心

①市民協働によるＵＤの推進

②ＵＤを推進する人材の育成

基本施策

（１）お互いの個性を理解し
  共生する心

重点
施策

①学校教育における心のＵＤの推進

ハート

 
 

（１） 基本目標Ⅰについて 

「思い合い、認め合う“こころ”」では、暮らしの基礎となる市民一人ひとり

にユニバーサルデザインの心が広がることにより、お互いの個性を理解し、認

め合い、共生することができる社会づくりを目指します。 

また、学校教育をはじめ、ユニバーサルデザインを推進する人材の育成など

に取り組み、市民協働によりユニバーサルデザインを進めます。 

 

   

 

 

◆基本目標Ⅰの指標（ＵＤ市民意識調査） 

策定時 第１期末 目標

Ｈ23年度 Ｈ28年度 Ｈ33年度

ＵＤという言葉の理解度（詳しく知ってい
る、知っている、と回答した割合）

39.3% 41.5% 47.0%

思いやりのある行動をしている人の割合 － 76.5% 82.0%

思いやりのある行動をする人が増えてい
ると感じる人の割合

45.5% 39.9% 46.0%

日常生活の中に「ＵＤ」の考えが広まっ
ていると感じる人の割合

44.1% 41.9% 47.0%

指標

 

基本目標Ⅰ体系図 

＜重点施策＞ ・学校教育における心のＵＤの推進 

10



 

（２） 基本方針と基本施策について 

 

 

高齢者、障がい者、外国人、妊産婦、子供、性的マイノリティー

（少数者）等、様々な人々の特性や生活習慣に対する理解を深め、

お互いの違いを認めることにより、支え合い助け合っていく社会と

なるよう思いやりの心を育てます。 

また、学校や地域・家庭において、ユニバーサルデザインの理念

を普及し、理解を深めるための啓発活動を進めます。 

 

 

 

 

子供の時からユニバーサルデザインを理解することが、大人にな

ってユニバーサルデザインを実践できる人材育成につながります。 

このため、人と人との交流活動の原点である学校教育の中で、ユ

ニバーサルデザインの学習支援や多様性理解のためのふれあい活動

等を実施することで、ユニバーサルデザインの理解と大切さを広め

ます。 

 

 

 
 

ユニバーサルデザイン週間やユニバーサルデザイン製品展等の開

催により、ユニバーサルデザインを理解し体験する機会を設けるこ

とで、ユニバーサルデザインへの関心を高めます。 

また、幅広い世代を対象として、ユニバーサルデザインをより身

近に感じてもらえるよう、地域の特色を生かした展示や啓発方法等

を工夫し、地域や家庭に心のユニバーサルデザインの定着を進めま

す。 

 

 

 

 

基本施策① 学校教育における心のＵＤの推進 

基本施策② 地域・家庭における心のＵＤの推進 

基本方針（１）お互いの個性を理解し共生する心 

重点施策 
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ユニバーサルデザインをより一層広めるためには、ユニバーサル

デザインを理解し共に進める市民や事業者、市民団体等の協力が必

要です。 

市民、事業者、市民団体等が、それぞれの視点から積極的にでき

ることを考え、お互いに協力しながら実践していくことで、市民協

働によるユニバーサルデザインを進めます。 

 

 

 

 

ユニバーサルデザインを推進する市民や事業者、市民団体等の活

動を促進するため、市民協働による事業を実施します。 

また、ＵＤサポーターの活動の場を広げるとともに、市民の意見

や考えを集約するために、ユニバーサルデザインについて市民と意

見交換を行う場を作り、市民協働によるユニバーサルデザインのま

ちづくりを進めます。 

 

 

 

小中学生のユニバーサルデザイン学習における市民講師の育成や、

ユニバーサルデザインを広める活動へ参加・協力する市民や団体を増

やすための関連知識を深めるセミナー等を開催し、ユニバーサルデザ

インを推進・実践する人材の育成に取り組みます。 

   

 

 

 

 

 

 

 

基本施策① 市民協働によるＵＤの推進 

基本方針（２）みんなで広めるＵＤの心 

基本施策② ＵＤを推進する人材の育成 
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基本目標 基本方針 基本施策

（１）地域で支え合う社会の
　　仕組み

①高齢者・障がい者の社会参加の
　推進Ⅱ

みんなで支え
合う

“しくみ”

②女性が活躍しやすい環境の整備

③多文化共生社会の推進

（２）地域産業と進める
　　ＵＤの仕組み

重点
施策

①誰もが訪れやすく、暮らしやすい
　環境整備

（３）誰もが情報を共有できる
　　仕組み

重点
施策

①情報のＵＤ化とＵＤ情報発信

ソフト

 
（１） 基本目標Ⅱについて 

「みんなで支え合う“しくみ”」では、人と人とが互いに支え合って絆を深

め、誰もが住み慣れた地域で生きがいを感じて生活できるよう、また、多様な

人材を活かすことで地域が活性化するような仕組みづくりを進めます。 

さらに、地域の事業者等と連携し、誰もが訪れやすく暮らしやすい環境整

備を推進するとともに、生活に必要な情報を誰でもいつでも入手できるよう情

報のユニバーサルデザイン化を進め、誰もが心豊かに暮らしていける社会づく

りを目指します。 

 

   

 

 

◆基本目標Ⅱの指標（ＵＤ市民意識調査） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本目標Ⅱ体系図 

＜重点施策＞ ・誰もが訪れやすく、暮らしやすい環境整備 

       ・情報のＵＤ化とＵＤ情報発信 

策定時 第１期末 目標

Ｈ23年度 Ｈ28年度 Ｈ33年度

自分の住む地域は誰もが暮らしやすい地
域だと感じる人の割合

39.8% 41.1% 46.0%

高齢者、障がい者などを支援する活動等
に参加したことがある人の割合

27.4% 25.9% 31.0%

ＵＤを取り入れている事業者の割合 － 23.5% 29.0%

ＵＤという言葉の認知度（詳しく知っている、

知っている、言葉だけは聞いたことがある、と回答し
た割合）

70.0% 74.7% 80.0%

指標

基本目標Ⅱ「みんなで支え合う“しくみ”」 

14



（２） 基本方針と基本施策について 

 

 

高齢化や核家族化の進行による高齢者の単身世帯の増加、障がい

者の社会参加、人口減少による労働力不足や地域における多様な人

材確保の必要性、また国際化の進展など、社会環境は急速に変化し

ています。こうした中で、地域で互いに支え合い、誰もが社会参加

できるような仕組みづくりを進めます。 

 

 

 

 

すべての市民が社会的に自立し、生きがいのある生活を送ること

は、ユニバーサル社会の実現には必要不可欠な要件です。 

今後も増える高齢者や障がい者へのサポート体制の充実を図り、

また、就労促進や生きがいづくり等の社会参加を推進することで、

地域全体で安心して生活できるように支援します。 

 

 

 

 

人口減少社会に突入し、女性の力を多方面で活かすことが、社会

全体の活性化につながります。このため、ワーク・ライフ・バラン

スに配慮された多様な働き方ができる環境づくりを支援するととも

に、職場や地域など様々な場面で活躍できる女性の育成を進めます。 

 

 

 

  

外国人市民も地域の一員であり、互いの文化や価値観を尊重し合

い、相互理解を深めていく必要があります。 

日本語講座や学習機会の提供、生活相談業務等により外国人市民

に対するサポート体制の充実を図り、共生社会を推進します。 

 

 

 

基本施策① 高齢者・障がい者の社会参加の推進 

基本施策② 女性が活躍しやすい環境の整備 

基本施策③ 多文化共生社会の推進 

基本方針（１）地域で支え合う社会の仕組み 
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ユニバーサルデザインは、多くの事業者のサービス提供や製品開

発において、より良いものとするための基本的な考え方として当た

り前のように取り入れられています。 

事業者や学術機関、市民、市等が協働し、地域産業を活かして、

誰もが訪れやすく、暮らしやすい環境整備の仕組みづくりを推進し

ます。 

 

 

 

 

地域産業の一つである観光産業等の関係事業者と連携し、誰もが

訪れやすい受入環境整備を進めることで、交流人口の拡大による地

域振興につなげるとともに、来訪者のみならず市民にとっても暮ら

しやすい環境づくりを目指します。 

また、「誰もが使える・誰もが便利」に加えて「楽しい・魅力的」

といった新しい価値と魅力が高まるユニバーサルデザインを関係事

業者と連携して推進します。 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本施策① 誰もが訪れやすく、暮らしやすい環境整備 

基本方針（２）地域産業と進めるＵＤの仕組み 

重点施策 
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すべての市民が、同じ情報を共有する環境を整備することは、市

民の自立や社会参加の促進にとって重要です。 

そのため、情報のユニバーサルデザイン化を推進し、誰にでもわ

かりやすい情報提供に努めます。 

また、ユニバーサルデザインに関する情報発信の充実を図り、ユ

ニバーサルデザインの定着化を推進します。 

 

 

 

 

誰でも必要な情報を簡単に入手でき、わかりやすく正確に伝える

ため、情報のユニバーサルデザイン化を推進します。 

また、地域の様々なユニバーサルデザイン情報等を収集し、ホー

ムページやＳＮＳ等の様々な媒体で広く発信することで、情報の共

有化を進め、市民生活や観光、施設利用等における利便性の向上を

図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本施策① 情報のＵＤ化とＵＤ情報発信 

基本方針（３）誰もが情報を共有できる仕組み 

重点施策 
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基本目標 基本施策基本方針

（１）公共施設等が利用しやすいまち

①誰もが利用しやすい施設
Ⅲ

誰もが暮らし
やすい

“まち”

②快適で安全な公共交通

③みんなにやさしい道づくり

（２）誰もが安全・安心に暮らせるまち ①安全・安心な防災体制の充実
ハード

 
 

（１） 基本目標Ⅲについて 

「誰もが暮らしやすい“まち”」では、施設や公共交通機関、道路等の市民生

活の基盤について、ユニバーサルデザインの視点から整備し、誰もが快適に暮

らせるまちづくりを推進します。 

また、それぞれの地域の状況に応じた、安全で安心して暮らすことができる

まちづくりを目指します。 

 

 

◆基本目標Ⅲの指標（ＵＤ市民意識調査） 

策定時 第１期末 目標

Ｈ23年度 Ｈ28年度 Ｈ33年度

商業施設などの民間施設について、利用
しやすいと感じる人の割合

48.8% 53.5% 59.0%

歩行者優先の道が整備されている地域と
感じる人の割合

30.4% 29.9% 35.0%

防災・防犯の面でみんなが安全・安心に
暮らせる地域と感じる人の割合

58.7% 46.0% 60.0%

自分の生命と財産は自分で守らなくては
ならないと思う人の割合
（市民アンケート調査報告書より）

76.4% 78.6% 79.5%

指標

※Ｈ26年度

 
 

基本目標Ⅲ体系図 

基本目標Ⅲ「誰もが暮らしやすい“まち”」 
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（２） 基本方針と基本施策について 

 

 

 

健康な成人にとって使いやすいからといって、高齢者や障がい者、

子供等にとっても同じように使いやすい施設とは限りません。 

公共施設や公共交通、道路施設などのハード整備において、様々

な人が利用することをあらかじめ想定し、誰もが利用しやすい施設

整備を推進します。 

 

 

 

 

多くの人が利用する施設や公園、スポーツ施設等のユニバーサル

デザイン化を推進します。 

誰もが安全で快適に利用していただけるよう、公共施設の建設、

改修にあたっては、利用者の声を反映して整備を進めます。 

 

 

 

 

多くの人が利用する鉄道駅やバス停等のユニバーサルデザイン化

を促進します。 

民間交通事業者が実施するユニバーサルデザイン化整備に要する

経費の一部を支援し、利用者の快適性や安全性の向上を図り、誰に

でも利用しやすい公共交通を目指します。 

 

 

 

 

歩道や自転車道の安全性や快適性を求める多様な市民ニーズに応

えるためには、歩行者や自転車に優しい道路空間が必要です。 

連続性のある安全で快適な歩道や自転車道の整備により、魅力あ

る歩行空間、歩行者優先の道路整備を推進します。 

 

 

基本施策① 誰もが利用しやすい施設 

基本施策② 快適で安全な公共交通 

基本方針（１）公共施設等が利用しやすいまち 

基本施策③ みんなにやさしい道づくり 
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誰もが安全で安心して暮らせるまちとするために、災害対策にお

いて、地域が一体となって協力できる仕組みづくりを進めます。 

東日本大震災、熊本地震を教訓に、大規模地震の発生が危惧され

ている本地域において、津波や土砂災害等を想定した体制づくりや

情報伝達、避難所生活等のユニバーサルデザイン化を進めます。 

 

 

 

 

これまでの災害時避難行動要支援者を含めたすべての市民が安

全・安心に暮らすことができる施策を継続して進めるとともに、災

害情報伝達手段の整備、土砂災害警戒区域の避難体制の整備など、

ユニバーサルデザインの視点を踏まえて、災害に強く安心して暮ら

せるまちづくりを推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本施策① 安全・安心な防災体制の充実 

基本方針（２）誰もが安全・安心に暮らせるまち 
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第４章 第２期推進計画 

１ 推進体制  

ユニバーサルデザインの推進にあたっては、基本理念である『思いやりの

心が結ぶ優しいまち』のもとに、市民、事業者、市等がそれぞれの役割を明

確にし、相互に連携しながら協働して事業を進めていきます。 

  浜松市ユニバーサルデザイン条例では、市民、事業者、市の役割を下記の

とおり定めています。 

 

 

  

 

 

 

浜松市ユニバーサルデザイン条例（抜粋） 

（市民の役割） 

第４条 市民は、自らがまちづくりの主体であるという認識のもとに、ユニ

バーサルデザインへの理解を深め、共に支え合いながら自己の能力を発揮

し、積極的にまちづくりの推進に努めるものとする。 
２ 市民は、施設を利用するときは、利用者が互いに安心、安全で快適に利

用できるよう、一人ひとりが思いやりの心を持ち、行動するよう努めるも

のとする。 
３ 市民は、事業者及び市と連携し、市が実施するユニバーサルデザインに

よるまちづくりに関する施策に協力するよう努めるものとする。 
（事業者の役割） 

第５条 事業者は、地域社会を支える一員として、ユニバーサルデザインへ

の理解を深め、主体的かつ積極的にまちづくりの推進に努めるものとす

る。 
２ 事業者は、年齢、性別、身体能力、国籍等に関係なく、市民が働くこと

のできる職場環境の確保及びその雇用の推進に努めるものとする。 
３ 事業者は、市民及び市と連携し、市が実施するユニバーサルデザインに

よるまちづくりに関する施策に協力するよう努めるものとする。 
（市の役割） 

第６条 市は、この条例の目的を達成するため、ユニバーサルデザインによ

るまちづくりに関する施策を策定し、及び実施するものとする。 
２ 市は、ユニバーサルデザインによるまちづくりを、市民及び事業者との

協働により推進するものとする。 
３ 市は、施策の推進に当たって必要な予算上の措置を講ずるよう努めるも

のとする。 
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国、県 
学術機関

等 

本庁・区役所の各課 

【事業実施・報告】 

ユニバーサルデザイン推進員 
（全庁各課の課長補佐級職員）

浜松市ユニバーサルデザイン 
推進本部 

（副市長を本部長とした庁内組織）

市（庁内組織）

ユニバーサル社会・ 

男女共同参画推進課 

【各課との調整・連携】 

浜松市ユニバーサル 
デザイン審議会 

【調査・審議・評価】 

外部組織 

協力・連携 

市 民
事業者 

市民団体等 

市 

ユニバーサルデザインの推進体制 

協力・連携 
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２ 第２期推進計画の期間  

平成 2９年度から平成３３年度までとします。 

 

３ 推進事業  

本計画における推進事業は、基本計画に基づき、市が主体となって、市

民・事業者等と協力・連携しながら実施する事業です。 

   

４ 重点事業  

基本計画の基本施策において、今後重点的に取り組む施策を「重点施策」

として選定しています（Ｐ８～９参照）。推進計画では、その重点施策に該

当する推進事業を「重点事業」として取組んでいきます。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 推進事業の進捗管理  

   浜松市ユニバーサルデザイン審議会等において計画の進捗状況を評価し、

事業の点検・見直しを図り、計画の推進に取り組みます。 

   特に、計画、実行、調査・評価、見直し（ＰＤＣＡサイクル）の中で、

市民・事業者等と協力・連携しながら事業の実効性を高めます。 

基本目標Ⅰ＜重点施策＞ 学校教育における心のＵＤの推進 

 
 

 

基本目標Ⅱ＜重点施策＞ 誰もが訪れやすく、暮らしやすい環境整備 

 

 
 
 

＜重点施策＞ 情報のＵＤ化とＵＤ情報発信 

 

 

【重点事業】 

  ・ＵＤ学習支援事業 

  

【重点事業】 

  ・ユニバーサルツーリズム受入環境整備 

  ・ＵＤプラス in はままつ等の官民連携事業 

【重点事業】 

  ・地域のＵＤ情報等発信 
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基本施策

重点
事業

1 ＵＤ学習支援事業 ★
2 教職員ＵＤ研修

3 福祉体験講座

4 多様性理解のための教育

5 共生・共育推進事業

6 はままつＵＤ週間

7 地域のＵＤふれあい事業

8 保護者へのＵＤ啓発

9 世代間交流事業

10 職員へのＵＤ研修

11 みんなで広める！ＵＤ提案事業

12 ＵＤサポーター事業

13 ＵＤ市民会議（ＵＤプチ・サミット）

14 ＵＤ学習支援ボランティア派遣事業

15 ＵＤ実践セミナー

基本目標Ⅰ 推進事業

基本計画 推進計画

基本目標
事
業
№

推進事業基本方針

Ⅰ 思い合い、認め合う“こころ”

（１）お互いの個性を理解し共生する心

①学校教育における心のＵＤの推進

①市民協働によるＵＤの推進

②ＵＤを推進する人材の育成

②地域・家庭における心のＵＤの推進

（２）みんなで広めるＵＤの心

ＵＤ：ユニバーサルデザイン

ハート

重点施策

６ 基本目標ごとの推進事業

新

新

新

新

Ｈ32 Ｈ33

29 ユニバーサルツーリズム受入環境整備
重点事業

事業内容
　地域のユニバーサルデザイン情報の収集発信を一元化する体制づくりや事
業者等とのネットワーク強化を図り、ユニバーサルツーリズムに対応した受
入体制整備を促進します。

実施計画

ユニバーサルツーリズム受入環境整備

現状(H28) Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31

表の見方

調査検討 調査検討 情報発信拠点整備

事業№
事業名

推進事業№
主な担当課

５年間の実施計画

新
ユニ・男女課・観光ＣＰ課

継続的な情報発信

新たに掲載した事業

重点的に実施する事業

新
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基本目標 Ⅰ

基本方針 (１)

基本施策 ①

※ユニ・男女課 … 「ユニバーサル社会・男女共同参画推進課」の略称

重点施策

事業№
事業名 １ ＵＤ学習支援事業

ユニ・男女課

8,770

基本目標Ⅰ 推進事業

思い合い、認め合う“こころ”

お互いの個性を理解し共生する心

重点事業

学校教育における心のＵＤの推進

現状(H27)

　教職員ＵＤ研修
事業№
事業名 2

事業内容
　市内の小中学生を対象として、ユニバーサルデザイン学習資料の配
布をはじめ、出前講座等の学習支援を市民協働で実施し、心のユニ
バーサルデザイン（思いやりの心）を広めます。

実施計画
ＵＤ学習支援事業受講者数（人）

Ｈ29 Ｈ30
9,000 9,250 9,500 9,750 10,000

Ｈ33Ｈ31 Ｈ32

実施計画
教職員ＵＤ研修受講者数（人）

Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33

事業内容
　市立小中学校教員等を対象として、ユニバーサルデザインに関する
研修を実施し、教員の知識と関心を深め、ユニバーサルデザイン学習
の導入促進を図ります。

100 100 100 100 100
現状(H28)

123

924

事業№
事業名 3

事業内容
　車いすやアイマスクなどを用いた疑似体験を通じて、身体に障がい
のある人への理解を深めます。

福祉体験講座
障害保健福祉課

現状(H27)

福祉体験講座受講者数（人）

Ｈ29

指導課

事業内容
　総合的な学習の時間等を通して、障がい者等の様々な人々の特性や
生活習慣に対する理解を深め、お互いの違いを認めることで、思いや
りの心を育てます。

1,020 1,060 1,100 1,140 1,180
実施計画

事業№
事業名 4 　多様性理解のための教育

Ｈ31 Ｈ32現状(H27)

事業内容
　障がいをもつ子供が地域の中で共に豊かに生活できる社会を実現す
るため、健常児と障がいのある子供の交流を中心とする「共生・共
育」の研究を行うことで、各学校の発達支援事業の充実を図ります。

実施計画
福祉学習をした市立小・中学校の割合（％）

事業№
事業名 5 共生・共育推進事業

100

教職員課

100 100 100 100 100
Ｈ29 Ｈ30 Ｈ33

実施計画
共生・共育推進事業の実施

Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33現状(H27)

Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33

ユニ・男女課、教育センター
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基本目標 Ⅰ

基本方針 (１)

基本施策 ②

事業内容
　１１月１日を含む週を「はままつユニバーサルデザイン週間」と
し、関連事業を実施して心のユニバーサルデザイン（思いやりの心）
を啓発します。

Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33現状(H28) Ｈ30
はままつＵＤ週間の実施

Ｈ29

基本目標Ⅰ 推進事業

思い合い、認め合う“こころ”

お互いの個性を理解し共生する心

地域・家庭における心のＵＤの推進

事業№
事業名

1,450

6

事業内容
　各区役所において、ユニバーサルデザインの啓発事業を実施し、地
域でユニバーサルデザインを広めます。

事業№
事業名 7

実施計画

1,500
実施計画

各区の合計啓発者数（人）

Ｈ29

事業№
事業名 8

Ｈ30 Ｈ31現状(H27)

1,341

実施計画
親子を対象にした啓発イベント参加者数（人）

Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31

1,500

事業内容
　児童・生徒とその保護者を対象として、ユニバーサルデザイン体験
講座等の事業を行い、親子でユニバーサルデザインについて関心を
持ってもらうとともに、子供たちの学習効果を高めます。

現状(H28)

120

現状(H27)

130 140 150

事業№
事業名 9

事業内容
　児童と高齢者がふれあいを通して、思いやりやいたわりの心を育む
ため、市立保育園に通う児童と高齢者が交流する事業を行います。

117

世代間交流事業

実施計画

実施計画
市立保育園における世代間交流事業実施率（％）

Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33
100

事業№
事業名 10

事業内容
　各部署の事業や施策等にユニバーサルデザインの考え方を取り入
れ、また市民サービスの向上を目的として、職員向けの研修を実施し
ます。

職員へのＵＤ研修
ユニ・男女課

はままつＵＤ週間
ユニ・男女課

地域のＵＤふれあい事業

保護者へのＵＤ啓発
ユニ・男女課

200

職員対象のＵＤ研修の受講者数（人）

現状(H27)

100 100 100

150
Ｈ32 Ｈ33

幼児教育・保育課

342 200
Ｈ31Ｈ30

350 350
Ｈ32

Ｈ32

100 100

350
Ｈ29 Ｈ33

1,450
Ｈ33

1,400

ユニ・男女課、各区振興課
新
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基本目標 Ⅰ

基本方針 （２）

基本施策 ①

※現状(Ｈ27)286人は、旧･ＵＤ協働委託事業の実績

事業№
事業名 11 みんなで広める！ＵＤ提案事業

ユニ・男女課

基本目標Ⅰ 推進事業

思い合い、認め合う“こころ”

みんなで広めるＵＤの心

市民協働によるＵＤの推進

事業内容
　市民団体や事業者からユニバーサルデザインに関する事業提案を募
集して、採択した事業について市が委託し、市民協働による事業を実
施します。

実施計画

ＵＤ提案事業の啓発者数合計（人）

現状(H27) Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33

286 300 300 300 300 300

事業№
事業名 12

事業内容
　ユニバーサルデザインを理解し支援するUDサポーターを募集し、市
民協働でユニバーサルデザインを広げる活動を実施します。

ＵＤサポーター事業
ユニ・男女課

ＵＤサポーター登録者数（人）

現状(H27) Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33

事業内容
　ユニバーサルデザインの施策に市民の意見・提案などを反映させる
ため、市民や団体等との意見交換・交流を目的としたワークショップ
を実施します。

442 480 510 540 570 600

実施計画

事業№
事業名 13 ＵＤ市民会議（ＵＤプチ・サミット）

ユニ・男女課

会議参加者数（人）

現状(H28) Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33

*** *** 20 20 20 20

実施計画

新

新
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基本目標 Ⅰ

基本方針 （２）

基本施策 ②

事業№
事業名 14 ＵＤ学習支援ボランティア派遣事業

ユニ・男女課

基本目標Ⅰ 推進事業

思い合い、認め合う“こころ”

みんなで広めるＵＤの心

ＵＤを推進する人材の育成

事業内容
　小中学生を対象にしたユニバーサルデザイン学習支援を行うボラン
ティア（市民講師）を募集・育成し、市民協働によるユニバーサルデ
ザイン学習を進めます。

実施計画

ボランティア登録者数（人）

現状(H28) Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33

事業内容
　ＵＤサポーターや団体関係者を対象に、新たな知識の習得や実践す
るためのセミナーを開催し、ユニバーサルデザインを実践する人材を
育成します。

*** 8 10 12 15 15

事業№
事業名 15 ＵＤ実践セミナー

ユニ・男女課

セミナー参加者数（人）

実施計画 現状(H28) Ｈ29 Ｈ30

*** *** 30 30 30 30

Ｈ32 Ｈ33Ｈ31

新

新
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基本施策

重点
事業

16 シルバー人材センター支援

17 生きがいづくり教室

18 障害者就労支援センター事業

19 企業伴走型障害者雇用サポート事業

20 特性の違いを超えたスポーツ交流事業

21 ワーク・ライフ・バランス等推進事業所認証事業

22 女性活躍支援事業

23 地域で活躍する女性育成講座

24 女性就労支援事業

25 子育て情報センター運営事業

26 多文化共生センター事業

27 多言語生活情報サイト「カナルハママツ」

28 外国人学習支援センター事業

29 ユニバーサルツーリズム受入環境整備 ★
30 わかりやすい案内サインの設置

31 ＵＤプラスinはままつ等の官民連携事業 ★
32 浜松市商業者連携促進支援事業

33 ＵＤビジネスセミナー

34 広報はままつ等のＵＤ化

35 わかりやすい印刷物作成の手引き作成

36 地域のＵＤ情報等発信 ★
37 ＳＮＳ等を活用したＵＤ情報発信

基本目標Ⅱ 推進事業

基本計画 推進計画

基本目標
事
業
№

推進事業基本方針

①誰もが訪れやすく、暮らし
　やすい環境整備

（３）誰もが情報を共有できる仕組み

①情報のＵＤ化とＵＤ情報発信

Ⅱ　みんなで支え合う“しくみ”

（１）地域で支え合う社会の仕組み

①高齢者・障がい者の社会参加
　の推進

②女性が活躍しやすい環境の
　整備

③多文化共生社会の推進

（２）地域産業と進めるＵＤの仕組み

ＵＤ：ユニバーサルデザイン

ソフト

重点施策

重点施策

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新
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基本目標 Ⅱ

基本方針 (１)

基本施策 ①

4,453 4,495 4,520 4,547 4,563

Ｈ32

Ｈ32 Ｈ33

Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32

2 2 2 未定 未定 未定

事業内容
　年齢・性別・能力・国籍等、様々な特性を超えて誰もが楽しめるス
ポーツ交流を進め、ライフスタイルに応じた生涯スポーツ社会の創出
につなげます。

実施計画
イベントの開催数（回）

現状(H27) Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33

基本目標Ⅱ 推進事業

みんなで支え合う“しくみ”

地域で支え合う社会の仕組み

高齢者・障がい者の社会参加の推進

事業№
事業名 20 特性の違いを超えたスポーツ交流事業

スポーツ振興課

Ｈ33

事業№
事業名 16 シルバー人材センター支援

高齢者福祉課

87.0

17 生きがいづくり教室
生涯学習課

生きがいづくり教室の応募率（％）

Ｈ29

事業内容
　シルバー人材センターへの支援等を通じ、高齢者の「働くこと」を
通じた社会参加を促進し、高齢者の健康で生きがいのある生活の実現
を図ります。

実施計画
シルバー人材センター登録数（人）

現状(H27)

Ｈ30

事業内容
　高齢社会に対応し、高齢者が地域の中で役割を果たし、生きがいを
持って生活ができるように、様々な内容の生きがいづくり教室を実施
します。

4,332

事業№
事業名

87.5

事業内容
　障がい者の安定的な雇用確保と、働きやすい職場環境の向上のた
め、障がい者本人や家族、事業主からの就労に関する総合的な相談
と、就職後における職場定着に必要な支援を行います。

実施計画

事業№
事業名 18 障害者就労支援センター事業

産業総務課

現状(H27) Ｈ29 Ｈ31

就労支援セミナー参加者数（人）

現状(H27) Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31

91.1 85.5 86.0 86.5

Ｈ33

事業内容
　障がい者雇用拡大のため、障がい者雇用を実施・検討している企業
に継続的な支援や助言を行います。また、研修会等を開催し障がい者
雇用の理解促進や、企業間ネットワークの構築等を支援します。

43 35 35 35 35 35
実施計画

事業№
事業名 19 企業伴走型障害者雇用サポート事業

障害保健福祉課

実施計画
企業に対する支援回数（回）

現状(H27) Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33
117 120 120 120 120 120

新
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基本目標 Ⅱ

基本方針 (１)

基本施策 ②

事業№
事業名 21 ワーク・ライフ・バランス等推進事業所認証事業

基本目標Ⅱ 推進事業

みんなで支え合う“しくみ”

地域で支え合う社会の仕組み

女性が活躍しやすい環境の整備

事業内容
　誰もが働きやすい職場環境づくりや女性活躍の推進を図るため、仕
事と家庭・地域活動等との両立支援などワーク・ライフ・バランスの
推進に取り組んでいる事業所を認証します。

実施計画
認定事業所数（累計）

現状(H28) Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33
30 40 50 55 60 65

現状(H28) Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31

事業№
事業名 22

事業内容
　２０～３０代前半の働く女性が、働き続けることの意義を学ぶとと
もに、キャリアアップにつながるよう支援します。

女性活躍支援事業
ユニ・男女課

実施計画
講座参加者数

Ｈ32 Ｈ33
25 25 25 2525 25

事業№
事業名 23 地域で活躍する女性育成講座

ユニ・男女課

事業内容
　社会貢献や社会参画により、地域で活躍する女性の人材育成をめざ
した講座を開催します。

10
実施計画

講座参加者数

現状(H28) Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33

Ｈ30 Ｈ31実施計画
セミナー参加者数（人）

7 10 10 10 10

1,500,000 1,500,0001,388,155 1,400,000

事業№
事業名 24

事業内容
　女性の求める就業と企業の求める人材をマッチングさせ、能力開発
研修や就労マッチングイベント等を実施し、女性求職者の就業を支援
します。

現状(H28) Ｈ29
未定

事業№
事業名

子育て情報センター運営事業
子育て支援課

実施計画
子育て情報ネットワーク事業の実施による情報提供（アクセス回数）

現状(H27) Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31

30

事業内容
　子育て中の親子を支援するため各種の事業を実施するとともに、子
育て支援者や関係団体とのネットワークを構築し、リアルタイムな情
報提供や託児等のサポート体制の充実を図ります。

Ｈ32 Ｈ33
30 未定

1,500,000 1,500,000

25

- 30

Ｈ32 Ｈ33

女性就労支援事業
産業総務課

ユニ・男女課

新

新

新

新
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基本目標 Ⅱ

基本方針 (１)

基本施策 ③

国際課

Ｈ32 Ｈ33

基本目標Ⅱ 推進事業

みんなで支え合う“しくみ”

地域で支え合う社会の仕組み

多文化共生社会の推進

事業№
事業名 26 多文化共生センター事業

事業内容
　誰もが安心して暮らせる共生社会づくりを進めるため、専門スタッ
フを配置し、多言語による生活相談や情報提供を行うとともに、外国
人市民と日本人市民の共生を図るための事業などを実施します。

実施計画

多文化共生センター事業の実施

現状(H28) Ｈ29 Ｈ30

事業№
事業名 27

事業内容

　生活者としての外国人市民が求める情報を提供するため、市ホーム
ページの多言語生活情報サイト「カナルハママツ」で、英語、ポルト
ガル語、やさしい日本語、スペイン語、タガログ語、中国語により情
報を提供します。

多言語生活情報サイト「カナルハママツ」

Ｈ31

現状(H28) Ｈ29 Ｈ30

事業内容

　外国人市民の総合的な学習支援のため、地域のボランティアと連携
し、日本語学習支援講座、支援者育成のための学習支援ボランティア
養成講座やポルトガル語講座、多文化体験・交流事業等を実施しま
す。

Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33実施計画

多言語生活情報サイトの運営

事業№
事業名 28 外国人学習支援センター事業

国際課

外国人学習支援センター事業の実施

現状(H28) Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33実施計画

国際課
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基本目標 Ⅱ

基本方針 （２）

基本施策 ①

基本目標Ⅱ 推進事業

みんなで支え合う“しくみ”

地域産業と進めるＵＤの仕組み

誰もが訪れやすく、暮らしやすい環境整備

事業内容
　地域のユニバーサルデザイン情報の収集発信を一元化する体制づく
りや事業者等とのネットワーク強化を図り、ユニバーサルツーリズム
に対応した受入環境整備を促進します。

重点施策

事業№
事業名 29 ユニバーサルツーリズム受入環境整備

重点事業

実施計画
ユニバーサルツーリズム受入環境の整備

現状(H28) Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33

事業内容
　標識令、道路標識設置基準、しずおか公共サイン整備ガイドライン
等に基づき、道路案内標識の種類、表示地名等を統一し、市民や浜松
市を訪れる人に対して、分かりやすい案内や誘導を進めます。

調査検討 調査検討 情報発信拠点整備

事業№
事業名 30 わかりやすい案内サインの設置

道路企画課

実施計画
わかりやすい案内サインの整備

現状(H28) Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33

事業№
事業名 31

事業内容
　誰にとっても「楽しい・魅力的」といった付加価値をプラスしたＵ
Ｄ製品や取り組みを発信する「ＵＤプラス」の開催をはじめ、地元企
業等との連携によるユニバーサルデザインの普及浸透を進めます。

重点事業
ＵＤプラスinはままつ等の官民連携事業

実施計画
ＵＤプラスinはままつ等の官民連携事業の開催

現状(H28) Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33

事業№
事業名 32 浜松市商業者連携促進支援事業

産業振興課

現状(H27)

7 7 7 7

事業内容
　賑わいのある商店街づくりのため、商業者が自ら課題を抽出し、課
題解決に向けて実施する事業の経費の一部について支援します。

Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31

事業№
事業名 33 ＵＤビジネスセミナー

Ｈ32実施計画
補助金採択件数（件）

Ｈ33

ユニ・男女課

9 7

50

　事業者を対象にユニバーサルデザインを啓発し、事業にユニバーサ
ルデザインの考え方や取り入れる手法などを学ぶセミナーを開催しま
す。

実施計画
セミナー参加者数（人）

現状(H28) Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33

※ユニバーサルツーリズムとは、外国人や高齢者、障がい者など、より多くの人が楽しめるよう創られた旅行で、
 　誰もが気兼ねなく参加できる旅行のこと。

事業内容

*** *** *** 50 50

ユニ・男女課・観光ＣＰ課

継続的な情報発信

ユニ・男女課・産業振興課
新

新

新

新
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基本目標 Ⅱ

基本方針 （３）

基本施策 ①

基本目標Ⅱ 推進事業

みんなで支え合う“しくみ”

誰もが情報を共有できる仕組み

情報のＵＤ化とＵＤ情報発信

事業内容

　広報はままつの点字版や外国語版の発行をはじめ、広報紙配信アプ
リの導入や、ホームページをスマートフォン等からの閲覧に対して
ページデザインを最適化することにより、誰にでもわかりやすく情報
を発信します。

重点施策

事業№
事業名 34 広報はままつ等のＵＤ化

広聴広報課

実施計画

広報はままつ等のＵＤ化

現状(H28) Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33

事業内容
　パンフレットやチラシ、ポスター等の印刷物について、誰もが情報
を入手しやすいようにカラーユニバーサルデザインや配慮方法等に関
する手引きを作成します。

Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31

事業№
事業名 35 わかりやすい印刷物作成の手引き作成

ユニ・男女課

実施計画

事業内容

　誰もが訪れやすく、暮らしやすいまちづくりを進めるため、地域の
宿泊施設、文化・観光施設、公共交通、トイレ等のユニバーサルデザ
イン情報を収集し、様々な媒体を活用して誰にでもわかりやすく提供
します。

*** 研究・検討 作成 配付

Ｈ33

事業№
事業名 36 地域のＵＤ情報等発信

Ｈ32

重点事業

事業内容
　ユニバーサルデザインに関する様々な情報をＳＮＳ等を活用して発
信し、市民等に対するユニバーサルデザインの意識啓発を行います。

事業№
事業名 37 ＳＮＳ等を活用したＵＤ情報発信

調査

実施計画

地域のＵＤ情報発信

現状(H28) Ｈ29

実施計画

ユニ・男女課

ＳＮＳ等によるＵＤ情報発信

現状(H28) Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33

試験運用 準備・発信

わかりやすい案内サインの整備

現状(H28)

情報発信

Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33

随時更新

ユニ・男女課・観光ＣＰ課

新

新

新
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基本施策

重点
事業

38 公共建築物等のＵＤ化推進

39 公園のＵＤ化推進

40 スポーツ施設のＵＤ化推進

41 民間交通事業者ＵＤ化支援

42 ＪＲ天竜川駅のＵＤ化整備

43 道路施設のＵＤ化推進

44 自転車道の整備

45 災害情報伝達手段の整備

46 土砂災害警戒区域の警戒避難体制の整備

47 消防情報通信ネットワーク事業

基本目標Ⅲ 推進事業

基本計画 推進計画

①誰もが利用しやすい施設

（２）誰もが安全・安心に暮らせるまち

①安全・安心な防災体制の充実

基本目標
事
業
№

推進事業基本方針

Ⅲ　誰もが暮らしやすい“まち”

（１）公共施設等が利用しやすいまち

②快適で安全な公共交通

③みんなにやさしい道づくり

ＵＤ：ユニバーサルデザイン

ハード

新

新

新
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基本目標 Ⅲ

基本方針 (１)

基本施策 ①

事業内容
　東京オリンピック・パラリンピックの開催に伴う事前キャンプや各
種国際大会、全国大会等の誘致推進や、すべての人が安心・安全に利
用できるようスポーツ施設のユニバーサルデザイン化を進めます。

実施計画

スポ―ツ施設のＵＤ改修

Ｈ30 Ｈ31現状(H28) Ｈ29

Ｈ32 Ｈ33

事業№
事業名 40 スポーツ施設のＵＤ化推進

スポーツ振興課

　子供からお年寄りまで、誰もが安全で安心して利用できるよう、公
園施設のユニバーサルデザイン化整備を進めます。

公園のＵＤ化推進
公園課

実施計画

1 2 1 1 1

55 57 58 59

Ｈ32 Ｈ33

1

Ｈ31

ＵＤに配慮した新規公園の整備（施設）

現状(H27) Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31

※ＵＤ度とは、市が所有する公共建築物の中で、特に優先してＵＤ化整備が必要だと思われる「ランクⅠ
　及びⅡの施設」におけるＵＤ度評価の平均点のこと。（100点満点）

事業№
事業名 39

事業内容

公共建築課

60 61

事業内容
　「高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律」や「浜
松市公共建築物ユニバーサルデザイン指針」に基づき、誰もが利用し
やすい公共建築物等のユニバーサルデザイン化整備を進めます。

実施計画

整備優先度の高い公共建築物のＵＤ度（点）

現状(H27) Ｈ29 Ｈ30

基本目標Ⅲ 推進事業

誰もが暮らしやすい“まち”

公共施設等が利用しやすいまち

誰もが利用しやすい施設

Ｈ32 Ｈ33

事業№
事業名 38 公共建築物等のＵＤ化推進

新
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基本目標 Ⅲ

基本方針 (１)

基本施策 ②

駅舎工事 駅舎完成 事業完了 *** *** ***

事業内容
　ＪＲ天竜川駅南北自由通路の新設に伴い、現在の駅舎を橋上化し、
エレベーターの新設や、多機能トイレ設置等のユニバーサルデザイン
化整備を進め、利用者や周辺住民の利便性を高めます。

実施計画

ＪＲ天竜川駅のＵＤ化整備

現状(H28) Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33

事業№
事業名 42 ＪＲ天竜川駅のＵＤ化整備

道路企画課

事業内容
　民間交通事業者が実施するユニバーサルデザイン化設備事業等に要
する経費の一部を支援することにより、快適で安全な公共交通の環境
整備づくりを促進します。

実施計画

民間交通事業者のＵＤ化支援

現状(H28) Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33

事業№
事業名 41 民間交通事業者ＵＤ化支援

交通政策課

基本目標Ⅲ 推進事業

誰もが暮らしやすい“まち”

公共施設等が利用しやすいまち

快適で安全な公共交通
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基本目標 Ⅲ

基本方針 (１)

基本施策 ③

事業内容
　「浜松市自転車走行空間等整備計画」に基づき、都市内交通手段と
して有効である自転車の利活用に着目した整備を計画的に推進しま
す。

実施計画

自転車走行空間等整備計画に基づいた自転車道整備

現状(H28) Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33

事業№
事業名 44 自転車道の整備

道路企画課

事業内容
　「浜松市道路施設ユニバーサルデザイン指針」に基づき、子供や高
齢者など交通弱者が、安全に安心して通行できる道路交通環境の改善
を図ります。

実施計画

道路施設ＵＤ指針に基づいた道路整備

現状(H28) Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33

事業№
事業名 43 道路施設のＵＤ化推進

道路企画課

基本目標Ⅲ 推進事業

誰もが暮らしやすい“まち”

公共施設等が利用しやすいまち

みんなにやさしい道づくり
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基本目標 Ⅲ

基本方針 （２）

基本施策 ①

事業内容
　緊急時や災害時において速やかに対応するため、災害弱者等の情報
を指令管制システムへ取り込み、活動隊への支援情報として活用しま
す。

実施計画

消防情報通信ネットワーク事業

現状(H28) Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33

事業№
事業名 47 消防情報通信ネットワーク事業

情報指令課

64.6 85 100 *** *** ***

事業内容
　土砂災害警戒区域内における住民の被害防止及び減少のため、積極
的な情報提供や情報伝達など、住民自らの避難判断の向上と避難行動
をとるための警戒避難体制を整備します。

実施計画

土砂災害警戒区域の警戒避難体制の整備率（％）

現状(H28) Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33

事業№
事業名 46 土砂災害警戒区域の警戒避難体制の整備

危機管理課

性能要求仕様作成 基本設計 実施設計 工事 工事 工事・完了

事業内容
　地域の現状、災害特性及び課題を踏まえ、想定される災害に対し、
あらゆる世代に対して最も有効な災害情報伝達手段を整備します。

実施計画

災害情報伝達手段の整備

現状(H28) Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33

事業№
事業名 45 災害情報伝達手段の整備

危機管理課

基本目標Ⅲ 推進事業

誰もが暮らしやすい“まち”

誰もが安全・安心に暮らせるまち

安全・安心な防災体制の充実

新

新
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ユニバーサルデザインを考えた人は？

アメリカ人建築家のロナルド・メイス氏です。（1980年代）
彼自身も車いすを使用する障がい者で、「障がいのある人に対す

る製品やデザインは、特別で費用がかかる」という概念を破り、バ
リアフリーデザインの無骨で魅力のない見栄えの悪さをなくそうと
いう考えから、ユニバーサルデザインを提唱しました。
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基本目標 基本方針

基 本 計 画

Ⅰ
思い合い、認め合う

“こころ”

（１）お互いの個性を理解し
　共生する心

（２）みんなで広めるＵＤの心

Ⅱ
みんなで支え合う

“しくみ”

（１）地域で支え合う社会の
　仕組み

（２）地域産業と進めるＵＤの
　仕組み

（３）誰もが情報を共有できる
　仕組み

①誰もが利用しやすい施設

②快適で安全な公共交通

（２）誰もが安全・安心に
　暮らせるまち

Ⅲ
誰もが暮らしやすい

“まち”

（１）公共施設等が利用
　しやすいまち

基本施策

②地域・家庭における心のＵＤの推進

①高齢者・障がい者の社会参加の推進

②女性が活躍しやすい環境の整備

③多文化共生社会の推進

③みんなにやさしい道づくり

①安全・安心な防災体制の充実

①情報のＵＤ化とＵＤ情報発信

①誰もが訪れやすく、暮らしやすい環境整備

①学校教育における心のＵＤの推進

①市民協働によるＵＤの推進

②ＵＤを推進する人材の育成

Ｕ・優プランⅡ（第２次浜松市ユニバーサルデザイン計画） 第２期推進計画 体系図

重点施策

重点施策

重点施策

ハード

ソフト

ハート
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事業№ 主な担当課

1 重点事業 ユニ・男女課

2 ユニ・男女課、教育センター

3 障害保健福祉課

4 指導課

5 教職員課

6 ユニ・男女課

7 ユニ・男女課、各区振興課

8 ユニ・男女課

9 幼児教育・保育課

10 ユニ・男女課

11 ユニ・男女課

12 ユニ・男女課

13 ユニ・男女課

14 ユニ・男女課

15 ユニ・男女課

16 高齢者福祉課

17 生涯学習課

18 産業総務課

19 障害保健福祉課

20 スポーツ振興課

21 ユニ・男女課

22 ユニ・男女課

23 ユニ・男女課

24 産業総務課

25 子育て支援課

26 国際課

27 国際課

28 国際課

29 重点事業 ユニ・男女課、観光ＣＰ課

30 道路企画課

31 重点事業 ユニ・男女課、産業振興課

32 産業振興課

33 ユニ・男女課

34 広聴広報課

35 ユニ・男女課

36 重点事業 ユニ・男女課、観光ＣＰ課

37 ユニ・男女課

38 公共建築課

39 公園課

40 スポーツ振興課

41 交通政策課

42 道路企画課

43 道路企画課

44 道路企画課

45 危機管理課

46 危機管理課

47 情報指令課

世代間交流事業

職員へのＵＤ研修

第 ２ 期 推 進 計 画

ＵＤ学習支援事業

教職員ＵＤ研修

福祉体験講座

多様性理解のための教育

共生・共育推進事業

はままつＵＤ週間

地域のＵＤふれあい事業

保護者へのＵＤ啓発

みんなで広める！ＵＤ提案事業

ＵＤサポーター事業

ＵＤ市民会議（ＵＤプチ・サミット）

ＵＤ学習支援ボランティア派遣事業

ＵＤ実践セミナー

外国人学習支援センター事業

シルバー人材センター支援

生きがいづくり教室

障害者就労支援センター事業

企業伴走型障害者雇用サポート事業

特性の違いを超えたスポーツ交流事業

ワーク・ライフ・バランス等推進事業所認証事業

女性活躍支援事業

地域で活躍する女性育成講座

女性就労支援事業

子育て情報センター運営事業

多文化共生センター事業

多言語生活情報サイト「カナルハママツ」

ユニバーサルツーリズム受入環境整備

わかりやすい案内サインの設置

ＵＤプラスinはままつ等の官民連携事業

浜松市商業者連携促進支援事業

ＵＤビジネスセミナー

ＪＲ天竜川駅のＵＤ化整備

広報はままつ等のＵＤ化

わかりやすい印刷物作成の手引き作成

地域のＵＤ情報等発信

ＳＮＳ等を活用したＵＤ情報発信

災害情報伝達手段の整備

土砂災害警戒区域の警戒避難体制の整備

消防情報通信ネットワーク事業

公共建築物等のＵＤ化推進

公園のＵＤ化推進

スポーツ施設のＵＤ化推進

民間交通事業者ＵＤ化支援

推進事業

道路施設のＵＤ化推進

自転車道の整備

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新 ：新規掲載事業

ＵＤ：ユニバーサルデザイン

新
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Ｈ11年度

Ｈ12年度 ＵＤ室設置（都市計画部） 8.5％ 38.2％

ＵＤ推進本部設置

H13年度 ＵＤ協議会設置 11.4％ 66.8％

ＵＤ学習資料配付開始（小学４年生全員）

H14年度 ＵＤ推進員設置 24.2％ 66.2％

ＵＤ条例制定

H15年度 ＵＤ条例施行（Ｈ15.4） 38.9％ 71.4％

ＵＤ室 企画部へ移管

ＵＤ学習資料配付開始（中学１年生全員）

ＵＤ審議会設置

ＵＤフェア開始（～Ｈ21）

H16年度 ― ―

H17年度 浜松市ＵＤシンボルマーク制定 41.8％ 72.8％

H18年度 29.3％ 63.7％

H19年度 33.5％ 72.3％

ＵＤ市民モニター制度開始（～Ｈ23）

H20年度 37.8％ 75.1％

H21年度 ユニバーサル社会・男女共同参画推進課へ移行 38.3％ 78.6％

H22年度 第３回国際ＵＤ会議2010inはままつ開催　 33.1％ 75.0％

H23年度 市民部へ移管（Ｈ23.7） 34.9％ 75.8％

はままつＵＤ国際シンポジウム2012開催

H24年度 36.3％ 75.2％

ＵＤ協働委託事業開始（～Ｈ28）

H25年度 ― ―

H26年度 39.1％ 75.2％

H27年度 46.5％ 81.2％

※ＵＤ認知度及び理解度は、広聴広報課実施の「市民アンケート」の数値。（Ｈ18年度以降は合併後の数値）

　ＵＤ理解度…ＵＤについて「詳しく知っている」及び「知っている」と回答した割合。

  ＵＤ認知度…理解度に「言葉だけは聞いたことがある」の回答を加算した割合。

ＵＤプラスinはままつ開始（主催：静岡県、浜松市、文芸大）

（参考）静岡文化芸術大学開学

浜松市ユニバーサルデザイン施策の沿革

Ｕ・優プラン・第２期推進計画策定（Ｈ19.3）

UD：ユニバーサルデザイン

UD
理解度

UD
認知度

第
１
期
推
進
計
画

Ｕ・優プランⅡ（第２次ＵＤ計画）・第１期推進計画策定（Ｈ24.3）

誰もが楽しく参加しやすいイベントづくりの手引き作成

Ｕ・優プランⅡ・第２期推進計画策定（Ｈ29.3）

Ｕ
・
優
プ
ラ
ン

第
１
期
推
進
計
画

第
２
期
推
進
計
画

ＵＤ課創設（室⇒課）

企業のＵＤ出前講座開始

ＵＤサポーター募集開始

H28年度 ― ―
東京オリパラ等を契機としたＵＤ推進事業開始（ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾂｰﾘｽﾞﾑ受入環境整備）

Ｕ・優プラン（ＵＤ計画）・第１期推進計画策定（Ｈ14.3）

（参考）静岡県ＵＤに着手

公共建築物ＵＤ指針策定（公共建築課）

道路施設ＵＤ指針策定（道路課）

※浜松市ＵＤに着手

Ｕ
・
優
プ
ラ
ン
Ⅱ
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期間等

浜松市ユニバーサルデザイン基本計画「Ｕ・優プラン」 平成１４年度～２３年度

浜松市ユニバーサルデザイン推進計画（第１期） 平成１４年度～１８年度

浜松市ユニバーサルデザイン条例 平成１５年４月１日施行

浜松市ユニバーサルデザイン推進計画（第２期） 平成１９年度～２３年度

平成２４年度～３３年度

第２次浜松市ユニバーサルデザイン推進計画（第１期） 平成２４年度～２８年度

第２次浜松市ユニバーサルデザイン推進計画（第２期） 平成２９年度～３３年度

策定年度

Ｕ・優住まいづくりプラン 平成１５年度

浜松市公共建築物ユニバーサルデザイン指針 平成１７年度

色のＵＤガイドライン 平成１７年度

浜松市道路施設ユニバーサルデザイン指針 平成２０年度

実施年度

ＵＤ出前講座 平成１２年度～

ＵＤ施設見学 平成１２年度～

ＵＤ学習会 平成１３年度～

ＵＤ市民意識調査 平成13･15･17･20･23・28年度

ＵＤ啓発ポスターコンクール 平成１４年度～１９年度

ＵＤフェア 平成１５年度～２１年度

利用しやすい施設づくり市民懇話会 平成１５年度～１９年度

心のＵＤふれあい事業 平成１５年度～１８年度

ＵＤ市民リーダー養成事業 平成１５年度～２１年度

ＵＤ市民協力員派遣事業 平成１６年度～２５年度

ＵＤ顕彰「見つけた！ユニバーサルデザイン」 平成１７年度

ＵＤ市民モニターアンケート調査事業 平成１９・２０・２３年度

ＵＤ事業調査（庁内） 平成１９年度～２３年度

もてなしのまちづくり事業（路面誘導サイン） 平成１９年度～２２年度

地域のＵＤふれあい事業（各区事業） 平成２０年度～

宿泊施設ＵＤ調査 平成２１・２５年度

第３回国際ＵＤ会議２０１０プレイベント 平成２１年度

平成２２年度

ＵＤスキルアップセミナー（ＵＤセミナー） 平成２３年度～２７年度

はままつＵＤ国際シンポジウム２０１２ 平成２３年度

浜松まちなかトイレマップ作成 平成２４・２５・２８年度

ＵＤサポーター募集事業 平成２４年度～

ＵＤ協働委託事業 平成２４年度～２８年度

はままつＵＤ週間 平成２４年度～

教職員ＵＤ研修 平成２４年度～

大学との協働事業（静岡文化芸術大学、浜松学院大学） 平成２４年度～

誰もが楽しく参加しやすいイベントづくりの手引き作成 平成２５年度

ＵＤサポーター派遣事業 平成２６年度～

ＵＤプラスinはままつ開催（主催：静岡県、浜松市、静岡文化芸術大学）平成２６年度～

企業のＵＤ出前講座 平成２７年度～

浜松市こどもＵＤ新聞コンクール 平成２７年度～

ＵＤ情報データベース作成（市内観光施設等） 平成２８年度

平成２８年度～

（２）ガイドライン策定

（３）主な事業

浜松市ユニバーサルデザインの主要施策

（１）条例と計画策定

第３回国際ＵＤ会議２０１０ in はままつ、浜松ほっとコーナー開催

ユニバーサルツーリズムセミナー

第２次浜松市ユニバーサルデザイン基本計画「Ｕ・優プランⅡ」

UD：ユニバーサルデザイン
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１．浜松市の人口構成

人数 占有率

 ①高齢者（65歳以上） 209,768人 25.96%

 ②身体障害者手帳所持者 26,344人 3.26%

視覚障がい者 1,620人 0.20%

聴覚平均障がい者 2,057人 0.25%

音声言語障がい者 300人 0.04%

肢体不自由者 14,142人 1.75%

内部障がい者 8,225人 1.02%

 ③療育手帳所持者 6,440人 0.80%

 ④精神障害者保健福祉手帳所持者 5,082人 0.63%

 ⑤乳幼児（0～5歳児） 42,437人 5.25%

 ⑥外国人 21,001人 2.60%

311,072人 38.50%

807,898人 100%

※平成２８年４月１日現在

２．高齢化の推移

※平成32年以降は、国立社会保障・人口問題研究所の推計値

浜松市の人口構成等

区分

小計（①～⑥）

総人口

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

Ｈ2 Ｈ7 Ｈ12 Ｈ17 Ｈ22 Ｈ27 Ｈ32 Ｈ37

年少人口

（15歳未満）

生産年齢人口

（15～64歳）

老年人口

（65歳以上）

19.0％ 16.7％ 15.3％ 14.5％ 14.1％ 13.7％ 11.8％

68.8％ 68.5％ 67.3％ 65.5％ 63.3％ 60.9％ 58.2％ 57.4％

12.2％ 14.8％ 17.4％ 20.0％ 22.6％ 25.3％ 29.2％ 30.8％

12.6％
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３．市内宿泊者数の推移 単位：人

Ｈ23年度 Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度 Ｈ27年度

宿泊客数 2,120,705 2,303,845 2,197,762 2,281,448 2,580,294

うち外国人 85,340 118,279 135,783 227,850 398,593

中　　国 49,907 69,257 70,756 155,120 325,900

韓　　国 2,764 3,042 3,436 4,383 3,507

香　　港 1,062 2,063 3,376 3,008 2,778

台　　湾 1,816 3,110 3,491 5,521 8,240

シンガポール 393 588 953 928 1,581

タ　　イ 2,455 5,876 6,802 6,280 3,446

マレーシア 3,402 4,788 7,419 9,955 8,641

インドネシア 955 3,942 9,017 8,334 6,389

ベトナム 29 309 1,404 2,895 4,840

イ　ン　ド 2,470 3,043 3,171 4,176 4,475

その他アジア 1,217 2,232 1,727 2,626 3,418

米　　国 5,506 6,785 6,148 5,988 7,999

カナダ 330 453 650 733 361

イギリス 788 966 840 709 851

フランス 494 514 594 1,169 1,731

ドイツ 2,600 1,579 1,395 1,911 1,675

イタリア 1,476 1,280 1,423 1,747 1,373

その他欧州 4,199 3,565 3,432 3,776 3,993

オーストラリア 563 470 388 633 1,001

不明･その他 2,914 4,417 9,361 7,958 6,394

※浜松市調査。市内協力施設（Ｈ23～24は79施設、Ｈ25～26は75施設、Ｈ27～28は91施設）
　の実数。
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1,000,000

1,500,000

2,000,000

2,500,000

3,000,000

23年度 24年度 25年度 26年度 27年度

宿
泊
者
数

宿泊客数

うち外国人

2,120,705

2,303,845

2,197,762

2,281,448

2,580,294

85,340 118,279 135,783
227,850

398,593

単位：人
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年月日 会　議　等 主な内容

平成28年

3月25日

平成29年

1月30日

3月15日 パブリック・コメント実施結果の公表

3月1日 市民文教委員会報告
新計画策定及びパブリック・コメント
の結果について

３月末

平成28年度 第４回浜松市ＵＤ審議会

パブリック・コメント実施

2月1日

平成28年度ＵＤ意識調査業務委託締結
受託者：NPO法人地域づくりサポー
トネット

4月28日

ＵＤ意識調査結果報告
新計画素案について

平成28年度 第２回浜松市ＵＤ審議会

平成28年度 第３回浜松市ＵＤ審議会

新計画策定及びパブリック・コメント
の結果について

計画書印刷

意見数：７人　３0件

ＵＤ推進本部会議報告（庁議報告）

新計画案のパブリック・コメントの実
施について

市民文教委員会説明

第２回Ｕ・優プランⅡ第２期推進計画策定に
係る庁内ネットワーク会議

Ｕ・優プランⅡ第２期推進計画策定

意見募集期間　12/15～1/16

新計画素案の修正について

パブリック・コメントの結果について

ＵＤ関連事業調査

第１回Ｕ・優プランⅡ第２期推進計画策定に
係る庁内ネットワーク会議

第３回Ｕ・優プランⅡ第２期推進計画策定に
係る庁内ネットワーク会議

第２回ＵＤ市民ワークショップ

9月11日
市のUD施策に対する意見や課題に
ついて

第１回ＵＤ市民ワークショップ

第１期推進計画事業評価報告書
（中間評価）について

これからのUD施策の提案、市民協
働で取り組むこと

新計画素案について

新計画策定について

調査対象:18歳以上の市民2,500人
市内事業者500社

平成28年度 第１回浜松市ＵＤ審議会

10月21日

8月24日

12月15日

8月18日

10月17日

10月3日

対象：本庁全課

8月16日

9月25日

11月11日

計画策定までの経緯

平成27年度 第３回浜松市ＵＤ審議会 新計画策定について

6月27日 旧計画の振り返り検証について

6月23日 ＵＤ意識調査実施（調査票発送）

UD:ユニバーサルデザイン
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平成２８年度ユニバーサルデザイン意識調査の概要 

 
＜市民意識調査＞ 

１ 調査目的 

第 2 次浜松市ユニバーサルデザイン計画・第１期推進計画（Ｈ24～Ｈ28）の

事業評価及び指標数値把握と第２期推進計画策定（Ｈ29～Ｈ33）に向けて、市

民の考えや要望等を集約し、新計画に反映させることを目的として意識調査を実

施した。 

 

２ 調査概要 

調査対象：浜松市内に在住する 18 歳以上８０歳未満の市民 2,500 人 

調査期間：平成２８年６月２３日発送～７月８日締切 

抽出方法：住民基本台帳より無作為抽出 

調査項目：添付調査票参照 

調査方法：郵送にて配布、同封の返信用封筒で調査票の返送を依頼 

実施機関：特定非営利活動法人地域づくりサポートネット 

 

３ 回収結果 

発 送 数：２，５００ 人（男 1,250 人、女 1,250 人） 

回 収 数：１，０８８ 人（男 386 人、女 574 人、無回答 128 人） 

回 収 率：   43.5 ％ 

  

４ 市民アンケート回答者の属性 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性別 割合 年代 割合
10代 0.8%
20代 6.2%
30代 13.5%
40代 17.6%
50代 15.3%
60代 23.3%
70代 21.8%

無回答 1.5%
計 100.0%

職業 割合 住まい 割合
農林業・水産業等 2.3% 中区 16.4%

商工業・サービス業等 6.0% 東区 13.1%
勤め人 46.0% 西区 16.2%

主婦・主夫 14.8% 南区 12.8%
学生 1.3% 北区 10.5%

年金受給者・無職 26.6% 浜北区 13.9%
その他 1.1% 天竜区 11.1%
無回答 1.9% 無回答 6.0%

計 100.0% 計 100.0%

計 100.0%

男性 35.5%

女性 52.8%

無回答 11.7%
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５ 市民意識調査の結果（概要） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１　あなたは、「ユニバーサルデザイン（ＵＤ）」について知っていますか？

1
2
3
4
5

割合 割合
1 感じる 5.4% 1 いつもしている 17.2%
2 少し感じる 34.5% 2 たまにしている 59.3%
3 感じない 40.0% 3 ほとんどしていない 17.9%
4 わからない 19.5% 4 していない 4.8%
5 無回答 0.6% 5 無回答 0.8%

100.0% 100.0%

割合 割合
1 感じる 6.3% 1 感じる 7.9%
2 少し感じる 35.6% 2 少し感じる 39.9%
3 感じない 38.0% 3 感じない 29.2%
4 わからない 19.7% 4 わからない 20.5%
5 無回答 0.4% 5 無回答 2.5%

100.0% 100.0%

割合 割合
1 感じる 8.2% 1 感じる 8.1%
2 少し感じる 32.9% 2 少し感じる 34.8%
3 感じない 37.5% 3 感じない 28.0%
4 わからない 18.5% 4 わからない 26.5%
5 無回答 2.9% 5 無回答 2.6%

100.0% 100.0%

割合 割合
1 感じる 5.4% 1 よく参加している 1.5%
2 少し感じる 27.3% 2 参加したことがある 24.4%
3 感じない 32.4% 3 参加したことがない 68.3%
4 わからない 32.1% 4 わからない 3.7%
5 無回答 2.8% 5 無回答 2.1%

100.0% 100.0%計 計

計 計

計 計

問５　あなたは、民間の応対・案内などの
　サービスに「ＵＤ」の考えが広まっていると

感じますか？

問４　あなたは、地域・職場・家庭など日常
　生活の中に「ＵＤ」の考えが広まっている
　と感じますか？

問６　あなたの住む地域は、高齢者、障がい
　を持つ人、子育て世代、外国人など、誰も
　が暮らしやすい地域だと感じますか？

問７　あなたは、浜松市が案内サインや
　観光客へのおもてなしなど、来訪者に
　対して優しい地域だと感じますか？

問８　あなたは、浜松市が女性の活躍できる
　地域だと感じますか？

問９　あなたは、高齢者、障がいを持つ人、
　子ども、外国人などを支援する活動やイベ
　ントに参加したことがありますか？

計 計

回答

33.2%
24.6%
0.7%

100.0%

言葉だけは聞いたことがある

問２　あなたは、バスや電車で席をゆずる
　など思いやりのある行動をする人が増えて
　いると感じますか？

回答 回答

回答

回答

回答 回答

回答

問３　あなた自身は、思いやりのある行動
　をしていますか？

計

割合
3.2%
38.3%

無回答
全く知らない

回答
詳しく知っている
知っている

理解度
41.5％ 認知度

74.7％
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割合 割合
1 参加したい 2.4% 1 感じる 7.3%
2 機会があれば参加したい 48.0% 2 少し感じる 34.4%
3 参加したくない 19.8% 3 感じない 18.0%
4 わからない 27.3% 4 わからない 37.5%
5 無回答 2.5% 5 無回答 2.8%

100.0% 100.0%

割合 割合
1 感じる 6.3% 1 感じる 7.4%
2 少し感じる 23.6% 2 少し感じる 22.9%
3 感じない 59.8% 3 感じない 59.1%
4 わからない 7.7% 4 わからない 8.3%
5 無回答 2.6% 5 無回答 2.3%

100.0% 100.0%

割合 割合
1 感じる 19.3% 1 感じる 15.6%
2 少し感じる 40.0% 2 少し感じる 37.9%
3 感じない 26.7% 3 感じない 23.2%
4 わからない 11.8% 4 わからない 21.0%
5 無回答 2.2% 5 無回答 2.3%

100.0% 100.0%

割合 割合
1 感じる 10.6% 1 感じる 9.3%
2 少し感じる 39.2% 2 少し感じる 36.7%
3 感じない 30.3% 3 感じない 35.8%
4 わからない 17.5% 4 わからない 15.9%
5 無回答 2.4% 5 無回答 2.3%

100.0% 100.0%

割合 割合
1 感じる 14.0% 1 満足 3.1%
2 少し感じる 38.9% 2 やや満足 17.7%
3 感じない 25.2% 3 どちらでもない 62.1%
4 わからない 21.4% 4 やや不満 10.4%
5 無回答 0.5% 5 不満 5.4%

100.0% 6 無回答 1.3%
100.0%

計
計

計

計 計

計 計

問１８　あなたは、身の回りの製品につい
　て、誰もがわかりやすく使いやすい製品
　（ＵＤ製品）が増えていると感じますか？

問１９　あなたは、浜松市の「ユニバーサル
　デザインによるまちづくり」について、どの
　ように感じていますか？

問１４　あなたは、市役所、区役所、協働
　センターなどの公共施設が利用しやすいと
　感じますか？

問１６　あなたは、施設内や道などに設置
　されている案内サインについて、わかり
　やすいと感じますか？

問１７　あなたの住む地域は、防災・防犯
　などの面で、誰もが安全・安心に暮らす
　ことができる地域と感じますか？

問１０　あなたは、市や団体などと一緒に
　ＵＤのまちづくりに向けた活動に参加
　したいと思いますか？

問１１　あなたは、市が提供している情報に
　ついて、ＵＤに配慮されていると感じます

か？

問１２　あなたの住む地域は、歩行者優先
　の道が整備されていると感じますか？

問１３　あなたの住む地域は、誰もが使い
　やすい休憩所やトイレが整備されていると

感じますか？

計 計

回答

回答 回答

回答

回答 回答

計

回答

回答 回答

回答

問１５　あなたは､商業施設や宿泊施設、
　レジャー施設などの民間施設について、

利用しやすいと感じますか?
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＜事業者意識調査＞ 

１ 調査目的 

第 2 次浜松市ユニバーサルデザイン計画・第２期推進計画策定（Ｈ29～Ｈ33）

に向けて、事業者の考えや要望等を集約し、新計画に反映させることを目的として意

識調査を実施した。 

 

２ 調査概要 

調査対象：浜松市内の事業者 500 社 

調査期間：平成２８年６月２９日発送 ７月１５日締切 

抽出方法：法人リストから無作為抽出 

調査項目：添付調査票参照 

調査方法：郵送にて配布、同封の返信用封筒で調査票の返送を依頼 

実施機関：特定非営利活動法人地域づくりサポートネット 

 

３ 回収結果 

配 付 数：５００ 社 

回 収 数：１６２ 社（回収率：32.4％） 

 

４ 回答者の属性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所在地 割合 業種 割合
中区 31.5% サービス業 20.4%
東区 21.6% 製造業 19.1%
西区 11.1% 卸売・小売業 17.9%
南区 8.0% 建設業 11.7%
北区 11.7% 飲食店 6.2%

浜北区 9.9% 運輸・通信業 4.3%
天竜区 4.9% 金融・保険業 3.1%
無回答 1.3% 不動産業 1.2%

計 100.0% 鉱業 0.6%
電気・ガス・水道業 0.6%

従業員規模 割合 その他 13.0%
1～4人 21.0% 無回答 1.9%
5～9人 28.4% 計 100.0%

10～29人 32.1%
30～99人 3.1%

100～299人 13.6%
300人以上 1.2%
無回答 0.6%

計 100.0%
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５ 事業者意識調査の結果（概要） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 問１　貴事業所は、「ユニバーサルデザイン　（ＵＤ）」について知っていますか？

1
2
3
4
5

割合 割合
1 取り入れている 23.5% 1 働きやすい職場環境 23.2%
2 取り入れていない 71.0% 2 製品・サービス 21.7%
3 無回答 5.5% 3 従業員教育 17.4%

100.0% 4 企業方針 13.0%
5 基準やマニュアル 11.6%
6 わかりやすい情報提供 10.1%
7 その他 3.0%

100.0%

割合 割合
1 あった 60.0% 1 業務上必要ない 31.9%
2 特にない 37.5% 2 取り入れ方やＵＤがわからない 25.3%
3 無回答 2.5% 3 顧客のニーズがない 17.0%

100.0% 4 コストや研究費が高くなる 6.0%
【良い効果の内容】 5 利益に繋がらない 4.9%

割合 6 法的な義務ではない 3.8%
1 顧客の利便性・満足度の向上等 50.0% 7 メリットを感じない 3.8%
2 業務効率化・職場環境の向上等 31.9% 8 その他 6.0%
3 従業員の意識変化 9.1% 9 無回答 1.3%
4 安全性の向上 4.5% 100.0%
5 社会貢献 4.5%

100.0%

割合 割合
1 ある 1.2% 1 品質 19.9%
2 検討中 9.9% 2 顧客ニーズの反映 13.1%
3 今のところ予定なし 61.1% 3 安全性の高さ 11.6%
4 無回答 27.8% 4 迅速で柔軟な接客マナー 11.2%

100.0% 5 サービス内容の充実 10.5%
6 価格 10.3%
7 利用のしやすさ 10.1%
8 環境への配慮 4.8%
9 社会貢献・ＣＳＲ 3.7%

10 デザインの良さ 2.8%
11 施設や店舗等のＵＤ化等 1.5%
12 その他 0.5%

100.0%

計

回答

計

計

計

問２－４　（取り入れていない事業所のみ）
　今後、ＵＤを取り入れていく予定はあり
　ますか？

回答

計

回答

問３　貴事業者は、顧客の満足度を向上
　させるため、どのような点を重視していま
　すか？

問２－２　（取り入れている事業所のみ）
　貴事業所がＵＤを取り入れたことによって
　良い効果や変化がありましたか？

計

計

問２－３　（取り入れていない事業所のみ）
　ＵＤを取り入れていない理由は何ですか？

全く知らない 11.7%

回答

計 100.0%

問２　現在、貴事業所では、製品・店舗・
　サービスなど、事業を営む上でＵＤを取り
　入れていますか？

回答 回答

回答

問２－１　（取り入れている事業所のみ）
　貴事業所はＵＤをどのようなところに取り
　入れていますか？

無回答 0.6%

回答 割合
詳しく知っている 5.6%
知っている 49.4%
言葉だけは聞いたことがある 32.7%

理解度
55.0％ 認知度

87.7％
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割合 割合
1 配慮している 28.4% 1 ＵＤの情報提供 25.5%
2 特に配慮していない 62.3% 2 助成制度創設 19.8%
3 無回答 9.3% 3 事例紹介 15.1%

100.0% 4 ＵＤ講習会 12.2%
【配慮内容】 5 市民（消費者）への意識啓発 9.4%

割合 6 特にない 8.3%
1 雇用環境・人事制度 29.0% 7 市との連携事業 4.7%
2 コミュニケーション 20.3% 8 ＵＤに関する表彰制度 4.3%
3 労働環境 15.9% 9 その他 0.7%
4 施設のＵＤ化 11.6% 100.0%
5 社員教育・人材育成 7.2%
6 情報の共有化 4.3%
7 福利厚生の充実 4.3%
8 ＵＤ製品の購入 4.3%
9 その他 3.1%

100.0%

回答

計

計

問４　貴事業者は、すべての従業員が働き
　やすい環境づくりのため、どのような配慮
　をされていますか。

回答

問５　今後、企業・事業所がＵＤを取り入れ
　ていくためには、市にどのようなことを期待

しますか？
回答

計

問６　ＵＤについて、何かご意見や要望等がありましたら、ご記入ください。（抜粋）

・今後はＵＤを意識づけしていきたい

・都市部でのニーズが大きいが、地方部における整備も必要

・ＵＤという言葉を初めて知ったため、まずは多くの人に知ってもらうことが必要

・経営者の考え方を変えることが必要で、コストがかからなくて取り入れやすい環境整備や工夫があれ
　ば教えてほしい

・ＵＤ製品の開発や、利用しやすいＵＤサービスの講習会、事業者向けのＵＤ情報等をネット上で情報
　発信を希望する

・浜松駅周辺の道路、建物、商店街の利用者が快適空間と思えるよう、ＵＤの観点から配慮のある
　まちづくりを目指してほしい

・少人数の事務所で来客も少ないため、現在は配慮する必要がないが、将来的には必要に応じて配
　慮しなければならないことだと思う

・公共施設でのＵＤ導入を進めほしい

・住宅設計、工事におけるＵＤの例があれば教えてほしい

・不特定多数の便利を優先しがちで、特定の人たちの不便は解決できていないのではないかと思う
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ＵＤ市民ワークショップ開催概要 

 

１．趣旨・目的 

この市民ワークショップは、これまで浜松市が行ってきたユニバーサル

デザイン（ＵＤ）の取組みを振り返るとともに、日頃の生活や活動の中で

ＵＤに対して感じていることを話し合い、第２次ＵＤ計画第２期推進計画

策定に向けて、市民のＵＤのまちづくりへの提案や、市民の意見の集約を

目的に実施するもの。 

 

参加者 ○公募による市民 

      ○ファシリテーター（ＮＰＯ法人 地域づくりサポートネット） 

      ○その他（浜松市ＵＤ担当職員） 

 

２．ワークショップの開催結果 

■第１回 平成２８年９月１１日（日）13：30～16：30 参加者２３人  

○テーマ 「今の浜松市はＵＤのまち？」 

○内容 

・ＵＤミニ講座、浜松市のＵＤ施策・取組みの紹介 

・これまでのＵＤの取組みに関する意見・評価（振り返り） 

 

■第２回 平成２８年９月２５日（日）13：30～16：30 参加者１６人 

○テーマ 「これからの浜松市のＵＤを考えよう！」 

○内容 

・「ＵＤのまち浜松」への提案 

・ＵＤ施策のアイデア 

・市民協働でできること 
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第１回ＵＤ市民ワークショップ「今の浜松市はＵＤのまち？」 

第１回のワークショップでは、浜松市のＵＤ施策・取り組みを紹介し、今の  

ＵＤの現状や課題について意見交換を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２回ＵＤ市民ワークショップ「これからの浜松市のＵＤについて考えよう!」 

第１回で出された意見や課題等を基に、これからの「ＵＤのまち浜松」に向け

た提案やＵＤ施策のアイデア、市民にできることなどを話し合いました。 

市民協働で出来ることとして、「心のＵＤの啓発」などが挙げられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●ＵＤの取組み成果 
＊ ＵＤ教育の成果により、小中学生など

の若い世代にはＵＤという言葉が 
浸透している。 

 
＊ ＵＤ製品が多くなった。 
 
＊ 施設や道路の案内サインの整備が 

進んだ。 
 
＊ 多目的トイレなど、誰もが使いやすい

トイレが多くなった。 
 
＊ 道路や建物のＵＤ化は進んでいる。 

●ＵＤの現状・課題 
＊ 心のＵＤはまだまだ浸透していない。 
 
＊ ＵＤの事業に参加する人が少ない。 
 
＊ 「ユニバーサルデザイン」という言葉

が分かりにくい。 
 
＊ 点字ブロックが壊れていたり、自転車

などが置かれていることがある。 
 
＊ 古い建物や、まちなか以外の場所の 

ＵＤ化が進んでいない。 

● Ｕ Ｄ の 取 り 組 み に 対 す る

意見・アイデア 
＊ 小中学生に対するＵＤ学習を

継続するとともに、大人に対し
ても啓発を行う。 

 
＊ ユニバーサルデザインという

言葉を知ってもらえるよう、メ 
ディアを活用する。 

 
＊ 疑似体験を通して多様なバリ

アを知り、ＵＤについて考える
機会を持ってもらう。 

 
＊ 若者と高齢者など、世代を超え

て交流できる場をつくる。 
 
＊ 公共交通のＵＤ化を進める。 

意見・提案等 
＊ 「笑顔」「あいさつ」など、人とのコミュニケーションを大切にすることで、心のバ

リアを取り払うことが大切である。 
  
＊ 小中学生へのＵＤ学習をより一層拡大し、保護者等の大人も交えてＵＤを啓発する。
                
＊ ＵＤを市民同士で広めるため、市民講師の育成に力を入れていく。 
 
＊ ＵＤ学習の証明書の発行やバッジなどをつくり、リーダーとなる人材の「見える化」

をする。 
              
＊ 協働センター等、市民や各地域に密接に関わる場所でワークショップ等を開催する

ことで、市民にＵＤを身近なものとして感じてもらう。 
 
＊ 地域の特色を生かしたＵＤ啓発の仕組みを考える。 
 
＊ ＵＤ推進のためのモデル地区をつくる。 
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浜松市ユニバーサルデザイン条例 

 
  平成１４年１２月１７日      

浜松市条例第１００号 
 
目次 

 前文 

 第１章 総則（第１条－第６条） 

 第２章 ユニバーサルデザインの推進に関する施策等（第７条－第１１条） 

 第３章 ユニバーサルデザインに配慮した教育の推進（第１２条－第１４条） 

第４章 すべての人が暮らしやすい生活環境の整備（第１５条－第１７条） 

 第５章 ユニバーサルデザイン審議会（第１８条－第２１条） 

 第６章 雑則（第２２条） 

附則 

 
すべての人が個人として尊重され、安心、安全で快適な暮らしができること

は、私たち浜松市民の願いです。 

 こうした社会を実現するためには、社会における様々な障壁（バリア）をな

くすとともに、すべての人が差別されることなく、自らの意思で自由に行動し、

あらゆる分野の活動に参加する機会を得ることができるよう、人づくりや環境

づくりを進めていく必要があります。 

 私たちは、一人ひとりが思いやりの心をもって主体的に行動するとともに、

市民、事業者及び市が協働して、ユニバーサルデザインによるまちづくりを推

進することにより、思いやりの心が結ぶ優しいまちを実現し、これを世界へ広

め、後世に引き継いでいくために、この条例を制定します。 

 
第１章 総則 

（目的） 

第１条 この条例は、ユニバーサルデザインによるまちづくりを推進するため、

その基本理念及び基本的な事項を定めるとともに、市民、事業者及び市のそ

れぞれの役割を明らかにすることによって、すべての人が安心、安全で快適

に暮らすことができる社会を築くことを目的とする。 

（定義） 

第２条 この条例において「ユニバーサルデザイン」とは、年齢、性別、身体

能力、国籍等人々が持つ様々な特性や違いを超え、すべての人に配慮して心

豊かな暮らしづくりを行っていこうとする考え方をいう。 

 
 
 

59



 

 

（基本理念） 

第３条 ユニバーサルデザインによるまちづくりは、すべての人がお互いの立

場を理解し、尊重し合い、さらに市民、事業者及び市が協働して、思いやり

の心が結ぶ優しいまちの実現を図ることを基本理念として推進されなければ

ならない。 

（市民の役割） 

第４条 市民は、自らがまちづくりの主体であるという認識のもとに、ユニ   

バーサルデザインへの理解を深め、共に支え合いながら自己の能力を発揮し、

積極的にまちづくりの推進に努めるものとする。 

２ 市民は、施設を利用するときは、利用者が互いに安心、安全で快適に利用

できるよう、一人ひとりが思いやりの心を持ち、行動するよう努めるものと

する。 

３ 市民は、事業者及び市と連携し、市が実施するユニバーサルデザインによ

るまちづくりに関する施策に協力するよう努めるものとする。 

（事業者の役割） 

第５条 事業者は、地域社会を支える一員として、ユニバーサルデザインへの

理解を深め、主体的かつ積極的にまちづくりの推進に努めるものとする。 

２ 事業者は、年齢、性別、身体能力、国籍等に関係なく、市民が働くことの

できる職場環境の確保及びその雇用の推進に努めるものとする。 

３ 事業者は、市民及び市と連携し、市が実施するユニバーサルデザインによ

るまちづくりに関する施策に協力するよう努めるものとする。 

（市の役割） 

第６条 市は、この条例の目的を達成するため、ユニバーサルデザインによる

まちづくりに関する施策を策定し、及び実施するものとする。 

２ 市は、ユニバーサルデザインによるまちづくりを、市民及び事業者との協

働により推進するものとする。 

３ 市は、施策の推進に当たって必要な予算上の措置を講ずるよう努めるもの

とする。 

 
第２章 ユニバーサルデザインの推進に関する施策等 

（計画の策定） 

第７条 市長は、ユニバーサルデザインによるまちづくりに関する施策を総合

的かつ計画的に推進するための計画を策定する。 

２ 市長は、前項の計画を策定し、又は変更するに当たっては、広く市民及び

浜松市ユニバーサルデザイン審議会の意見を聴くとともに、当該意見を反映

させるよう努めなければならない。 

３ 市長は、第１項の計画を策定し、又は変更したときは、速やかにこれを公

表しなければならない。 
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（庁内体制） 

第８条 市長は、ユニバーサルデザインによるまちづくりに関する施策につい

て総合調整を行うとともに、これを実効性のあるものとするための庁内体制

を確立するものとする。 

（学術機関等との協力） 

第９条 市は、ユニバーサルデザインによるまちづくりに関し、大学、研究所

等の機関と協力して、調査、研究及び情報収集を行うものとする。 

（国、県及び他の市町村との連携等） 

第１０条 市は、国、県及び他の市町村と連携し、及び協力して、ユニバーサ

ルデザインによるまちづくりに取り組むものとする。 

（広報及び情報提供） 

第１１条 市は、ユニバーサルデザインによるまちづくりに関し、市民及び事

業者の理解を深めるよう広報に努めるとともに、必要な情報を提供するもの

とする。 

 
第３章 ユニバーサルデザインに配慮した教育の推進 

（学校教育における取組） 

第１２条 学校等の場において行われる教育（以下「学校教育」という。）に携

わる者は、ユニバーサルデザインによるまちづくりを推進するためには教育

が重要であることを認識し、個々の教育本来の目的を実現する過程において、

ユニバーサルデザインに配慮した教育を行うよう努めるものとする。 

２ 市は、学校教育において、すべての人が互いに交流し合える機会を提供す

るものとする。 

 （社会教育における取組） 

第１３条 家庭及び職場その他社会において行われる教育（以下「社会教育」

という。）に携わる者は、すべての人が生涯にわたりお互いの立場を理解し、

思いやりの心を育むため、ユニバーサルデザインに配慮した教育を行うよう

努めるものとする。 
２ 市は、社会教育において、すべての人が互いに交流し合える機会を提供す

るものとする。 

 （人材育成及び派遣） 

第１４条 市は、市民及び事業者と連携し、ユニバーサルデザインに関する専

門的な知識又は技能を有する者（次項において｢有識者等｣という。）を育成す

るものとする。 

２ 市は、ユニバーサルデザインを推進する活動を行う者に対し、有識者等を

派遣するものとする。 
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第４章 すべての人が暮らしやすい生活環境の整備 

（公共施設等の整備） 

第１５条 市は、市が設置し、又は管理する建物、道路、公園等の公共施設及

びこれらに附帯する工作物（以下「公共施設等」という。）の新築等（新築、

新設、増築、改築及び用途の変更（施設の用途を変更して公共施設等とする

場合を含む。）をいう。次項において同じ。）をしようとするときは、すべて

の人が安心、安全で快適に利用することができるようユニバーサルデザイン

に基づき整備するものとする。 

２ 市は、公共施設等の新築等をしようとするときは、あらかじめユニバーサ

ルデザインの観点から利用者等の意見を聴くものとする。 

（公共交通事業者等の努力） 

第１６条 一般の旅客の運送のための鉄道、自動車又は船舶等（以下「公共車

両等」という。）を所有し、又は管理する者（以下「公共交通事業者等」とい

う。）は、その運行に必要とし、かつ公共のために使用する施設及び工作物に

ついて、すべての人が安心、安全かつ円滑に利用することができるようユニ

バーサルデザインに基づく整備に努めるものとする。 

２ 公共交通事業者等は、ユニバーサルデザインに基づき公共車両等の整備に

努めるものとする。 

（施設の設置等をする者の努力） 

第１７条 施設を設置し、又は管理する者（前２条に規定するものを除く。）が

新築等（新築、新設、増築、改築及び用途の変更をいう。）をしようとすると

きは、すべての人が安心、安全で快適に利用することができるようユニバー

サルデザインに基づく整備に努めるものとする。 

２ 商品の製造等（製造、加工及び設計をいう。）をする者は、当該商品につい

て、すべての人が安心、安全で快適に使用することができるようユニバーサ

ルデザインに基づく製造等に努めるものとする。 

３ サービスを提供する者は、当該サービスについて、すべての人が安心、安

全で快適に利用することができるようユニバーサルデザインに基づく提供に

努めるものとする。 

 
第５章 ユニバーサルデザイン審議会 

（設置） 

第１８条 市は、ユニバーサルデザインの推進に関する事項について調査審議 

するため、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１３８条の４第３項の 

規定に基づき、浜松市ユニバーサルデザイン審議会（以下「審議会」という。）

を置く。 
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（組織） 

第１９条 審議会は、委員１０人以内で組織する。 

２ 委員は、次に掲げる者のうちから市長が委嘱する。 

 (1) 市民 

 (2) 事業者 

 (3) 知識経験を有する者 

 (4) 学識経験を有する者 

（任期） 

第２０条 委員の任期は、２年とする。ただし、補欠の委員の任期は、前任者

の残りの期間とする。 

（会長及び副会長） 

第２１条 審議会に会長及び副会長を１人ずつ置く。 

２ 会長は、委員が相互に選出する。 

３ 副会長は、会長が指名する。 

４ 会長は、審議会を代表し、会の事務を取りまとめてこれを管理する。 

５ 副会長は、会長を補佐し、会長がその職務につけないときは、会長の職務

を代理する。 

 
第６章 雑則 

（委任） 

第２２条 この条例に定めるもののほか、この条例の施行について必要な事項

は、市長が定める。 

 
附 則 

この条例は、平成 15 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則(平成 20 年 3 月 21 日浜松市条例第 30 号抄) 

1 この条例は、平成 20 年 4 月 1 日から施行する。 

2 この条例の施行の際現に第 3 条から第 5 条まで、第 7 条、第 9

条、第 10 条及び第 12 条から第 25 条までの規定による改正前の(中

略)、浜松市ユニバーサルデザイン条例、(中略)(以下これらを「旧

条例」という。)の規定により在職する附属機関の委員は、その任

期中に限り、なお従前の例により在職するものとする。 

3 前項の場合においては、第 3 条から第 5 条まで、第 7 条、第 9

条、第 10 条及び第 12 条から第 25 条までの規定による改正後の(中

略)、浜松市ユニバーサルデザイン条例、(中略)の規定は適用せず、

旧条例の規定は、なおその効力を有する。 
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浜松市ユニバーサルデザイン審議会運営要綱 

 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、浜松市ユニバーサルデザイン条例（平成１４年浜松市条例

第１００号。以下「条例」という。）第２２条の規定に基づき、浜松市ユニバーサ

ルデザイン審議会（以下「審議会」という。）の運営に関し必要な事項を定め

る。 

（所掌事務） 

第２条 審議会は次に掲げる事項を行う。 

(1) ユニバーサルデザイン関連施策の調査審議に関すること。 

(2) 浜松市ユニバーサルデザイン計画の推進に関すること。 

(3) 前各号に掲げる事項に関する評価について、市長へ報告又は提言する

こと。 

(4) そのほか、ユニバーサルデザインの推進に関する事項 

（部会） 

第３条 審議会に必要と認める場合は、部会を置くことができる。 

（会議の秩序保持等） 

第４条 会長は、会議の議長として、議場の秩序を保持し、議事を整理する。 

（会議の公開） 

第５条 会議の公開は、浜松市附属機関の会議の公開に関する要綱（平成１４

年４月１日施行）第８条から第１１条までの規定を除き、浜松市附属機関の会

議の公開に関する要綱に定めるところにより行う。 

２ 浜松市附属機関の会議の公開に関する要綱第６条に規定する会議を傍聴

できる者の数は、５人以上において会長が決定する。 

（傍聴手続きの特例） 

第６条 会議の傍聴手続きは、次のとおりとする。 

(1）会議を傍聴しようとする者は、会議の開会予定時刻までに受付簿に氏名

及び住所を記入し会場に入ることとする。 

(2) 傍聴の受付は、先着順で行い、会議の開催予定時刻前であっても定員

になり次第終了する。 

（事務局） 

第７条 審議会に事務局を置く。 

２ 事務局は、ユニバーサル社会・男女共同参画推進課に置く。 
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（会議録） 

第８条 審議会の会議録の作成及び公開については、浜松市附属機関の会議

録の作成及び公開に関する要綱（平成１４年４月１日施行）に定めるところに

より行う。 

（委任） 

第９条 この要綱に定めるもののほか、審議会の運営に関し必要な事項は、市

長が定める。 

附 則 

この要綱は、平成１５年４月７日から施行する。 

この要綱は、平成１６年６月１７日から施行する。 

この要綱は、平成１９年４月１日から施行する。 

この要綱は、平成１９年５月２５日から施行する。 

この要綱は、平成２１年４月１日から施行する。 

 
 
 
 
 
 （敬称略・50音順）

役職 氏　名 所属・役職

会長 伊豆
いず

　裕一
ゆういち

公立大学法人 静岡文化芸術大学 デザイン学部長

副会長 古賀
こが

　玲子
れいこ

浜松商工会議所 女性会　監事

委員 金子
かねこ

　達也
たつや 公益財団法人 浜松観光コンベンションビューロー

専務理事

委員 島田
しまだ

　江津子
えつこ ＮＰＯ法人 浜松ＮＰＯネットワークセンター

ＩＣＴ事業部長

委員 鈴木
すずき

　茂之
しげゆき

浜松市教育委員

委員 髙
たか

橋
はし

　久美子
くみこ 公募委員（ＮＰＯ法人 遠州精神保健福祉をすすめる

市民の会）

委員 髙林
たかばやし

　宏明
ひろあき

遠州鉄道株式会社 運輸業務部長

委員 中島
なかじま

 イルマ 雅恵
まさえ

翻訳、通訳者

委員 二橋
にはし

　眞洲男
ますお

ＮＰＯ法人 浜松市身体障害者福祉協議会　会長

委員 原田
はらだ

　博子
ひろこ ＮＰＯ法人 はままつ子育てネットワークぴっぴ

理事長

平成２８年度　浜松市ユニバーサルデザイン審議会委員
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浜松市ユニバーサルデザイン推進本部設置要綱 

 

 

（設置） 

第１条 年齢、性別、身体能力、国籍等に関わらず、すべての人が自由に活動し、安

全・安心で快適な暮らしができる環境の創造を目指して、全庁をあげて総合的かつ

効果的にユニバーサルデザインを推進するため、浜松市ユニバーサルデザイン推

進本部（以下「推進本部」という。）を設置する。 

（所掌事務） 

第２条 推進本部の所掌事務は、次のとおりとする。 

（１）ユニバーサルデザイン計画に基づく事業の推進に関すること。 

（２）市民及び事業者への普及、啓発に関すること。 

（３）その他ユニバーサルデザインの推進に関すること。 

（組織） 

第３条 推進本部は、本部長、副本部長及び本部員をもって組織する。 

２ 本部長には市民部を主管する副市長を、副本部長には他の副市長をもって充て

る。 

３ 本部員には、別記１に掲げる職にある者をもって充てる。 

（幹事会） 

第４条 推進本部に幹事会を置き、幹事会は幹事長及び幹事をもって組織する。 

２ 幹事長にはユニバーサル社会・男女共同参画推進課長をもって充て、幹事には別

記２に掲げる職にある者をもって充てる。 

３ 幹事会は、推進本部の所掌事務について検討を行う。 

４ 幹事長は、必要に応じ議事に関係する課の幹事をもって、幹事会を開催することが

できる。 

（推進員） 

第５条 推進本部に推進員を置く。 

２ 推進員は、各課の課長補佐若しくは課長補佐級職員１名をもって充てる。 

３ 推進員は、自らが所属する課の事業へのユニバーサルデザインの導入を積極的に

推進する。 

（会議） 

第６条 推進本部は本部長が、幹事会は幹事長が招集する。 

２ 前項の規定にかかわらず、庁議において第２条に掲げる推進本部の所掌事務に関

する審議、報告、連絡等が行われた場合は、当該庁議を推進本部の会議とみな

す。 

（意見の聴取） 
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第７条 推進本部は、必要に応じて学識経験者等の意見を聴くことができる。 

（庶務） 

第８条 推進本部の庶務は、ユニバーサル社会・男女共同参画推進課において行う。 

（雑則） 

第９条 この要綱に定めるもののほか、推進本部に関し必要な事項は本部長が定め

る。 

附則 

この要綱は、平成１２年７月１２日から施行する。 

この要綱は、平成１４年９月２５日から施行する。 

この要綱は、平成１５年４月８日から施行する。 

この要綱は、平成１５年７月１日から施行する。 

この要綱は、平成１６年４月１日から施行する。 

この要綱は、平成１７年７月１日から施行する。 

この要綱は、平成１８年４月１日から施行する。 

この要綱は、平成１９年４月１日から施行する。 

この要綱は、平成１９年５月１日から施行する。 

この要綱は、平成２０年４月３０日から施行する。 

この要綱は、平成２３年４月１日から施行する。 

この要綱は、平成２３年７月１日から施行する。 

この要綱は、平成２３年１１月１日から施行する。 

この要綱は、平成２４年４月１日から施行する。 

この要綱は、平成２５年４月１日から施行する。 

この要綱は、平成２７年４月１日から施行する。 

この要綱は、平成２８年４月１日から施行する。 

 

別記１（第３条関係） 

教育長 水道事業及び下水道事業管理者 政策補佐官 危機管理監 企画調整

部長 総務部長 財務部長 財務部税務担当部長 市民部長 市民部文化振興担

当部長 健康福祉部長 健康福祉部医療担当部長 保健所長 こども家庭部長 

環境部長 産業部長 産業部観光・ブランド振興担当部長 産業部農林水産担当

部長 都市整備部長 都市整備部花みどり担当部長 土木部長 中区長 東区長 

西区長 南区長 北区長 浜北区長 天竜区長 会計管理者 消防長 学校教育

部長 議会事務局長 

 

別記２（第４条関係） 

危機管理課長 企画課長 人事課長 財政課長 税務総務課長 市民生活課長 

文化政策課長 福祉総務課長 健康医療課長 保健総務課長 次世代育成課長 

環境政策課長 産業総務課長 観光・シティプロモーション課 農業水産課長 都

市計画課長 緑政課長 道路企画課長 中区区振興課長 東区区振興課長 西区

区振興課長 南区区振興課長 北区区振興課長 浜北区区振興課長 天竜区区

振興課長 会計課長 消防総務課長 上下水道総務課長 教育総務課長 選挙管

理委員会事務局次長 人事委員会事務局次長 監査事務局次長 農業委員会事

務局次長 議会総務課長 
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【あ行】

ＵＤ：ユニバーサルデザイン

一億総活躍社会

ＳＮＳ（エス・エヌ・エス）

【か行】

外国人学習支援センター

共生・共育推進事業

高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律（バリアフリー法）

心のユニバーサルデザイン（ＵＤ）

【さ行】

災害時避難行動要支援者

静岡県福祉のまちづくり条例

市民協働

「障がいのある子どもたちが、地域の中で共に豊かに生活できる社会づくり」を
目指し、発達支援教育の充実や校区に居住する障がいのある子どもとの交流及び
共同学習に関する研究などを行う事業。

災害時において、高齢者、障がい者、乳幼児等の配慮を要する方（要配慮者）の
うち、特に避難の支援を要する人のこと。

だれもが住みよいまちを築きあげていこうとする理念のもとに施行された静岡県
の条例。（平成８年４月施行）

　用語解説

少子高齢化に歯止めをかけ、50年後も人口1億人を維持することと、一人ひとり
の日本人の誰もが、家庭で、職場で、地域で、生きがいを持って、充実した生活
を送れるようにすることを目指す、第３次安倍晋三改造内閣の目玉プラン。

ソーシャル・ネットワーク・サービスの略。人と人とのつながりを促進・支援す
るコミュニティ型のＷｅｂサイト及びネットサービス。FacebookやTwitter、
Instagramなどがある。

外国人市民の学習支援や日本語ボランティアの養成等を通じて、多文化共生社会
の推進を目指すため平成２２年１月に開設。外国人の大人から子どもまでを対象
に総合的な学習支援を市民協働で行う施設。

市民、市民活動団体、事業者及び市が、考え方や行動が違っていても、それぞれ
の特性を生かしながら、共通の課題や目的を達成するため、さまざまな観点や形
態で取り組むこと。

高齢者、障がい者等の自立した日常生活及び社会生活を確保するため、移動上及
び施設の利用上の利便性及び安全性の向上の促進を図り、もって公共の福祉の増
進に資することを目的とする法律。（平成18年12月施行）

1人ひとりが思いやりの心を持ち、相手の立場になって考え、行動すること。
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障害者基本法

障害者差別解消法

　

障害者就労支援センター

シルバー人材センター

性的マイノリティー

【た行】

多文化共生センター

多機能トイレ

出前講座

【は行】

パブリック・コメント

浜松市沿岸域防潮堤

東日本大震災による被害を受け、甚大な津波被害が想定される南海トラフ巨大地
震に備え、浜名湖今切口から天竜川河口までの約17.5ｋｍにかけて、県と市が連
携して整備する防潮堤のこと。

高齢者へ臨時的かつ短期的な仕事を請負・委任の形式で行う公益法人。高齢者の
能力を生かした活力のある地域社会づくりに寄与することを目的としている。

全ての国民が、障がいの有無によって分け隔てられることなく、相互に人格と個
性を尊重し合いながら共生する社会の実現に向け、障がいを理由とする差別の解
消を推進することを目的として施行された法律。（平成28年4月施行）

市の職員が学校や地域に出向いて、市の制度や取組みなどについて説明する講座
のこと。

障がい者に対して、それぞれの能力と希望に応じて就業できるよう本人、家族、
事業主からの相談や、就業後のアフターフォローまで総合的な支援を行う。

障がい者の自立及び社会参加の支援等のための施策を総合的かつ計画的に推進
し、もって障がい者の福祉を増進することを目的とする法律。

市が計画や条例などを策定する際に、案の段階で市民へ公表し、その案に対して
広く市民・団体等から意見を募集し、提出された意見等を考慮しながら、最終案
を作り上げていく一連の手続きのこと。

同性愛者、両性愛者、性同一性障害などのこと。性的少数者、セクシャルマイノ
リティー。

多文化共生コーディネーターやアドバイザーなど専門スタッフを配置し、外国人
市民と日本人市民の共生を図るため、多言語による生活相談、人材育成、情報の
収集・提供などの支援事業を行う施設のこと。

車いす使用者が利用できる広さや手すりなどに加えて、オストメイト対応の設
備、おむつ替えシート、ベビーチェアなどを備え、車いす使用者だけでなく、高
齢者、内部障がい者、子供連れなどの多様な人が利用可能としたトイレのこと。
「多目的トイレ」ともいう。
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浜松市教育総合計画

浜松市公共建築物ユニバーサルデザイン指針

浜松市公共建築物ユニバーサルデザイン推進計画

浜松市自転車走行空間等整備計画

浜松市障がい者計画

浜松市総合計画

浜松市総合交通計画

浜松市中心市街地活性化基本計画

浜松市都市計画マスタープラン

浜松市道路施設ユニバーサルデザイン指針

浜松市のみちづくり計画

全ての人が快適に利用できる公共建築物の整備を誘導していくための指針。
（平成１７年３月策定）

障害者基本法の規定に基づき、障がいのある人の自立と社会参加の支援のための
施策を総合的かつ計画的な推進を図るための計画。

「市民協働で築く『未来へかがやく創造都市・浜松』」を都市の将来像に掲げ、
柔軟な発想と多様な結びつきの中で、市民協働によるまちづくりを推進するとと
もに、本市の特長である産業と文化の創造により、創造都市としての自立的な発
展を目指す市の総合計画。

浜松市の中心市街地の活性化を図るために策定された計画。

都市計画法に基づき、浜松市におけるまちづくりを総合的、一体的に進めるため
の都市計画に関する基本的な方針。

すべての人が安全に安心して快適に利用できる道路施設の整備、維持管理をする
ための指針。（平成２１年３月策定）

「未来創造への人づくり」「市民協働による人づくり」という「はままつの人づ
くり」に関する２つの理念を掲げ、これらを実現するための具体的な施策を示す
教育総合計画。

歩行者と自転車の安全で快適な通行を確保するとともに、日常的な自動車への依
存を是正し、環境負荷の低減や健康増進につながる自転車への転換を図ることを
目的とした計画。

様々な都市活動を支えるため、交通に関する円滑性及び利便性の向上を目指し、
また地域性を基とし、将来の「交通の姿」や「交通の展望」を示す計画。

浜松市の道路施策の方向性を示した「みちづくりの方針」、事業効果を数値目標
化した「道路整備の成果目標」及び整備予定箇所や時期を示した「道路整備プロ
グラム」により構成される、今後の道路整備の指針となる計画。

公共建築物のＵＤについて、現在の整備状況を把握し、「浜松市公共建築物ユニ
バーサルデザイン指針」に基づき、施設用途ごとに改修内容や優先順位などを決
定し、既存施設のＵＤ化を推進する計画。
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はままつユニバーサルデザイン週間

浜松市ユニバーサルデザイン審議会

はままつ友愛の高齢者プラン（浜松市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画）

バリアフリー法（高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律）

ＰＤＣＡサイクル

ふじのくにユニバーサルデザイン行動計画

【や行】

ＵＤサポーター

ＵＤプラスinはままつ

ユニバーサルツーリズム

ユニバーサルデザイン政策大綱

高齢者、障害者等の自立した日常生活及び社会生活を確保するため、移動上及び
施設の利用上の利便性及び安全性の向上の促進を図り、もって公共の福祉の増進
に資することを目的とする法律。（平成18年12月施行）

Ｐlan（立案・計画)、Ｄo(実施)、Ｃheck(検証・評価)、Ａction(改善)の頭文字
を取ったもの。行政政策や企業の事業活動にあたって計画から見直しまでを一貫
して行い、さらにそれを次の計画・事業にいかそうという考え方。

浜松市ユニバーサルデザイン条例に基づき、ユニバーサルデザインの推進に関す
る事項について調査審議する市の附属機関。委員は、市民、事業者、学識経験者
等の10人以内。

静岡県のＵＤの取組みを継続的に、計画的かつ体系的に実施するため策定された
行動計画。

「安心していきいきと暮らすことのできるまち 浜松」を目指して、元気な方から
介護が必要な方までの様々なニーズを踏まえ、保健福祉サービスをはじめとした
各種施策や高齢者を取り巻く環境への支援策を推進する計画。

誰にとっても「楽しい・魅力的」といった付加価値をプラスした先進のＵＤの製
品や取り組みを広く情報発信するイベント

浜松市では、ＵＤに関心を持ち、ＵＤの考え方を広め、暮らしの中でＵＤを実践
することに賛同した市民をＵＤサポーターとして募集している。

「第３回国際ユニヴァーサルデザイン会議2010inはままつ」が平成22年10月
30日～11月3日に開催され、また市の偉人である石川倉次氏が日本点字を制定
した日が11月1日であることから、毎年11月1日を含む週を「はままつユニバー
サルデザイン週間」とし、ＵＤの一層の普及・浸透を図るもの。

外国人や高齢者、障がい者などより多くの人が楽しめるよう創られた旅行で、誰
もが気兼ねなく参加できる旅行のこと。

すべての人が、人格と個性を尊重され、自由に社会に参画し、いきいきと安全で
豊かに暮らせるよう、生活環境や連続した移動環境をハード・ソフトの両面から
継続して整備・改善していくために、国土交通省が策定した大綱。（平成１７年
７月策定）
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【わ行】

ワークショップ

ワーク・ライフ・バランス

学びや創造、問題解決やトレーニングの手法。ファシリテーターと呼ばれる司会
進行役を中心に、参加者が自発的に作業や発言をして共同で進めていく形態をと
ることが多い。

１人ひとりが、それぞれの希望に応じて、仕事とそれ以外のこと（家庭や地域活
動など）のどちらも大切にするライフスタイルで、両方にやりがいや充実感を感
じられる状態のこと。
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Ｕ・優プランⅡ（第２次浜松市ユニバーサルデザイン計画） 

 基本計画・第２期推進計画  
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